
第3章 四国 ・中国 ・北九州 にお ける土器 ・陶磁器 の様相

は じめ に

前章において、近畿の土器 ・陶磁器 の産地別組成 と用途別組成か ら、1都 市型遺跡、11

城下町型遺跡 、皿在郷町型遺跡 、IV集 落型遺跡 など4類 型に分類 し、その特徴 を述べた。

近畿以外の西 日本では、広島城跡、高松城跡 などの城郭 を中心 とし、近年では宿場町や

集落跡で も僅 かに調査が行われてい る。 しか し、層位 的に実施す る遺跡 となると少 なく、

近世を通 して土器 ・陶磁器 の変遷 を研究す る例 は、近畿よ り少ない。

そのなかで本分析方法によって20遺 跡 の計測分析を試みた。その分析結果、土器 ・陶

磁器 の産地別組成 と用途別組成か ら、各遺跡の特徴 を明 らかにし、 さらに近畿の4類 型 の

遺跡 と比較検討 した結果、II城 下町型遺跡、IV集 落型遺跡が存在 し、これ ら以外の3類 型

があることがわか り、それ らをII-2城 下町型遺跡、IV-2集 落型遺跡、V貿 易都市型遺

跡 と名付けた。

本章では西 日本 の遺跡数が少ないため四国 ・中国 ・北九州 と地域 にわけて、分析結果 を

述べ、最後の第4節 においてこれ ら5類 型 を比較 し、四国 ・中国 ・北九州 における土器 ・

陶磁器の様相を論 じることに したい。

第1節 四 国 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

四国には、近世を代表する遺跡 として高松城跡、徳島城下町跡 などが挙げられ る。 これ

らは広域かつ層位 的に調査が実施 され るが、それ以外では複合遺跡で近世遺構 を検 出 し、

その様相が述べ られ る。その中で、高松城跡、徳島城下町跡、小籠遺跡で計測分析す るこ

とができた。 ここではその分析結果 と、各遺跡 の特徴 やそれ に類似す る遺跡 を検討 す

る。

1高 松 城 跡(第93図 一1)

①16世 紀末 ～17世 紀前期

高松城跡は、江戸時代は讃岐国、現在は香川県高松市に所在す る。発掘調査 は、武家屋

敷跡 を主に行 われ、ここか らは良好な一括資料が多 く検 出し、それ らの分析 と遺物 の編年

がわかっている。今回は、その うちの一部資料 を再度計測分析 した。

本 時期の良好な資料 としてSKb192が ある。産地別組成 を比率の高い順 に配列すると、
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肥前陶器45%、 土師質土器34%、 備前焼13%、 中国製磁器5%、 瀬戸美濃陶器3%と 続

く(第94図)。 用途別組成は食膳具74%、 調理具17%、 調度具6%、 貯蔵具3%と 食膳

具が半数以上を示す(第95図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前陶器 である。但 し、同時期のSX8AO5やSX8

D209で は土師質土器が高い比率を示 し、本時期 においては土師質土器 が主体であると思

われる。肥前陶器 の主な器種 は碗 ・皿な どの食膳具で、その組成 をみると肥前陶器55%、

土師質土器21%、 中国製磁器16%、 瀬戸美濃陶器8%と 、高い比率を示す(第96図)。

品質は量産品が多いが絵唐津の 「桃 山陶器 」に分類 され る高級品の皿 ・鉢な ども出土す る。

肥前陶器 に次 ぐのは土師質土器である。先 に述べたよ うに、本時期 では産地別組成にお

いて主体である。器種は皿 と鍋類が出土す る。 これ らの胎土の色調や成形方法から、い く

つかに分類できるが、各タイプは広域に分布 してお らず、したがって在地産 と考え られ る。

皿は痕跡 か ら灯火具での使用が多い。鍋類 は耳付き鍋 と羽釜があ り、分類では焙烙に した

が後世に出土す るもの とタイプが異なる。その他に播鉢や火鉢な どがある。

焼締陶器 は備前焼のみである。播鉢 ・甕を主体 とし、徳利 ・鉢 な どは 「桃 山陶器」に分

類 され る製品 も含 まれる。播鉢 は調理具組成 をみると土師質土器20%に 対 して備前焼20%

と、在地産 と拮抗す る(第97図)。

土師質土器 に続 くのは中国製磁器 で、皿 ・鉢 が出土する。食膳具組成では肥前陶器と比

率値 に大差がある。同時期 のSX8AO5で は10%出 土 してお り、このことか ら一定量はあ

ると思われ る。碗 は景徳鎮窯、皿は潭州窯の製品でいずれ も青花である。瀬戸美濃陶器は、

産地別組成での比率は低いが食膳具が出土す る。品質 ・器種 は粗雑な作 りの量産の皿 ・鉢

は少 なく、多 くは茶器や懐石具な ど 「桃山陶器」に分類 され る志野焼や織部焼 などが 目立

ち、天 目碗な どもある。

このように中国製磁器や瀬戸美濃陶器 、先 に述べた肥前陶器 などの施紬陶器 ・磁器は産

地別組成で53%と 半数以上を示す。また、これ らの主な器種は食膳具であり、その組成 に

おいて79%の 値であるとか ら、施紬陶器 ・磁器の影響によ り用途別組成で食膳具の比率が

高い値 を示 したと考 えられる。また、この様相 は施紬陶器 ・磁器の食膳具を 日用器 として

受容 した現れ と思われる。

四国において、同 じ様相を示す遺跡 として同 じ城下町跡である高知県の高知城跡 、徳 島

県の徳島城下町跡 などが挙げ られ る。

16世 紀末～17世 紀前期の高松城跡の産地別組成で もっとも高い比率 を示す のは土師質

・ ・



土器 で、 これに肥前陶器 ・中国製磁器な どの施紬陶器 ・磁器が続 き、焼締陶器 の比率が低

く、用途別組成では食膳具が高い比率を示 した。この ような諸点は、近畿の1都 市型遺跡、

11城下町型遺跡、皿在郷町型遺跡 と共通す る。但 し、高松城跡では貿易陶磁器 が5%で あ

るが、1都 市型遺跡 では20～30%と 高い比率で、さらに、1都 市型遺跡では高級陶磁器が

突出 して高い比率を示す例があるが、本遺跡ではみ られ ない。 この貿易陶磁器 の比率はr【

城下町型遺跡 では10%で あることか ら、この類型 とも異な り、その特徴は皿在郷町型遺跡

と共通する。 しか し、施紬陶器 ・磁器の食膳具が50%以 上出土することや、「桃 山陶器」

に分類 され る懐石具や茶器 が一定量出土す るな ど、II城 下町型遺跡の特徴 を多 く示す こと

か ら、本遺跡 をII-2城 下町型遺跡に類型 した。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本時期 の資料 として西の丸町(H7・8)8A・C区r【 層がある。産地別組成 をみると土

師質土器39%、 肥前磁器33%、 肥前陶器12%、 備前焼9%、 京焼系陶器5.2%、 瀬戸美

濃陶器0.6%、 堺 ・明石焼0.5%、 中国製磁器0.3%、 瓦質土器0.2%、 軟質施紬陶器0.2%

と続 く(第94図)。 用途別組成は食膳具69%、 調度具14%、 調理具13%、 貯蔵具4%と

食膳具が依然 として高い比率 を示す(第95図)。

出土量が多いのは土師質土器 である。 しか し、本遺構 では焙烙 の破損が著 しいため高い

比率を示 したが、個体数 では肥前磁器 をやや下回る。主な器種 は皿 ・焙烙 ・規炉類である。

皿は灯火芯 を残す もの もあるが多 くは食膳具 として使用す る。焙烙は讃岐産が主体である。

火鉢 は調度具組成 で30%と 高い比率を示す(第99図)。

土師質土器 に続 くのは肥前磁器である。本遺跡における出現時期は1620～1630年 代 と

考 えられ る遺構 か ら出土 し、 この時期 には流通 していたが出土量は ごく僅 かである1。SK

b178は17世 紀中期 の廃棄土坑で、その産地別組成をみる と土師質土器46%、 肥前磁器

17%、 備前焼14%、 肥前陶・器11%、 中国製磁器6%、 瀬戸美濃陶・器3%、 瓦質土・器1%、

信楽焼1%と(第94図)、 陶磁器 では高い比率を示す。主な器種 は食膳具で、その組成で

は土師質土・器38%、 肥前磁器32%、 肥前陶・器18%、 中国製磁器10%と 続 き(第96図)、

月巴前磁器 は16世 紀末～17世 紀前期で主体であった肥前陶器 を大 きく上回 り、土師質土器

と競合する。8A・C区II層 の食膳具組成 では肥前磁器41%、 土師質土器37%、 肥前陶器

1日下正剛・浜田恵子 ・松本和彦 「四国地方」『国内出土の肥前陶磁器

磁学会2002年

西 日本の流通をさぐる第二分冊』 九州近世陶
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16%、 京焼系陶器5%、 中国製磁器1%と さらに比率が上昇 してお り、この増加によって

産地別組成で高い比率を示す と思われ る。 品質 は 「くらわんか手」な どの量産 品3に 対 し

て、有 田町で生産 された高級 品2と 量産品が中心である。

肥前磁器 に続 くのは肥前陶器 で、本時期で も碗 ・鉢な どが多 く、 この うちで呉器手 ・京

焼風陶器 などの碗類は前代 より出土量が増 える。食膳具の主体は肥前磁器 に移行す るが、

この状況か ら一定量保持 していた と考 えられ る。

施紬陶器は他 に、京焼系陶器 が本時期か ら出現す る。主な器種 は碗 で、食膳具組成 をみ

ると6%を 示 し(第96図)、 同 じ施紬陶器 の肥前陶器碗が9%で あることか ら、出現 とと

もに一定量出土す ることがわか る。京焼系陶器碗は丸碗 ・筒型碗 などで、その形態から喫

茶碗 に分類 され、喫茶碗 を主に受容 されていた。瀬戸美濃陶器は鎧碗や天 目碗 などの碗類

が僅 かに出土 し、前代まで出土 した 「桃山陶器」に分類 され る高級食膳具はみ られない。

焼締陶器は、備前焼が高い比率を示す。主な器種 は前代に引き続き播鉢 ・甕 で、本時期

から灯火具が出現す る。調度具組成では灯火具25%と 高い比率を示 し、前代まで主体であ

った土師質土器 を大 きく上回る(第99図)。 播鉢は調理具組成で30%と 依然 として多 く、

新たに堺 ・明石焼が出現するが4%と 僅かである(第97図)。

四国において、同 じ様相を示す遺跡 として徳 島城下町跡が挙げ られる。

17世 紀後期～18世 紀前期 の高松城跡では、前代 に比べて土師質土・器が減少 し、それに

変わって肥前磁器 が主体 となる。用途別組成 も調度具の器種が増 え比率 を上げるが、依然

として食膳具が中心である。 この点は近畿のII城 下町型遺跡 と共通する。 また、肥前磁器

の増加する時期が17世 紀後期 か らであること、堺 ・明石焼、京焼系陶器な どの出現時期、

有 田町で生産 された高級品の割合 なども共通す る。 さらに、焼締陶器 の主製品も遺跡近郊

の産地がそれ らの市場を独 占す ることも同 じであ り、 したがって、本時期 の高松城跡は、

11城下町型遺跡 と同一類型に認 め られ る。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

この時期の資料 として文政4年(1821)の 火災関係資料 がある。西の丸町SKb63の

産地別組成では土師質土器43.5%、 肥前磁器21%、 備前焼11%、 軟質施紬陶器9.5%、

京焼系陶・器g、 肥前陶器2.5%、 瀬戸美濃陶・器2%、 信楽焼1.8%、 堺 ・明石焼0.7%と

続 く(第94図)。 用途別組成 は食膳具34%、 調理具36%、 調度具26%、 貯蔵具4%と 食

膳具 と調理具が拮抗する(第95図)。
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本時期で も土師質土器 が高い比率を示すが、これは焙烙の破損が激 しかったためで、個

体数値は前代よ り下降 し20%で 、肥前磁器が50%を 示す。主な器種 は皿 ・羽釜 ・焙烙 ・

火鉢 である。皿は食膳具 ・調度具 ともに前代 より比率が下がる。その一方で、焙烙は依然

として多 く、調理具組成で68%と 比率が高い。成形技法か ら讃岐産が主であるが僅 かに難

波分類F類 が出土す る。また、火鉢 ・規炉類 も前代 よ り増加 してお り、 これによって一定

量保持すると思われ る。

前代 と変わ りなく月巴前磁器 は高い比率 を示 してお り、食膳具組成では月巴前磁器51.5%、

京焼系陶器18.5%、 肥前陶器7%、 瀬戸美濃陶器2%と 依然 として出土量が多い(第96

図)。 品質は 「くらわんか手」などの量産品3に 対 して、有 田町で生産 された色絵や染付 の

食膳具 ・調度具2で 、前代 と変わ りない。碗は広東碗 ・望料碗 ・端反碗 と器種 が豊富であ

る。

焼締陶器の備前焼 も前代 と同様 に高い比率 を示す。主な器種は灯火具 ・徳利 である。前

代まで多 く出土 した揺鉢 は調理具組成をみ ると、堺 ・明石焼3%、 備前焼0.5%と 主体が

堺 ・明石焼に移行す る(第97図)。 この変化は18世 紀 中期か ら確認でき、SKO8・09の

調理具組成では堺 ・明石焼1%、 備前焼0.2%と 続 く組成であった。また、甕 も同 じで在

地産 と考え られ る軟質施紬陶器58%と 高い比率で、備前焼は6%と 僅か とな り、本時期 に

は播鉢 ・甕は備前焼か ら他産地に主体が移行す ることがわかった。 しかし、産地別組成で

高い比率を示すのは灯火具によるもので、本時期にはこれが主製 品となる。

京焼系陶器 は施紬陶器のなかで比率が高い。食膳具の碗、調理具の土瓶、調度具の灯火

具 ・文具な ど:豊富な器種である。 ことに碗 は18世 紀中期か ら上昇 し、月巴前磁器に次いで

高い比率を示 し、本時期で もその組成 に大きな変化 はない。

この要因について、北条 ゆ うこ氏・や 日下正剛氏・の研究が詳 しい。高松城跡 と隣国であ

る徳 島城 下町跡では正,月の八賀に 「大バク茶」 を嗜む ことが武家社会で流行 し、その際に

使用す るのが注連縄 と海老文様を施 した京焼碗であ り、京都 の窯元に特注 して作 らせたこ

とも文献資料で明 らかである。それが18世 紀 中期 には武家社会のみならず、町屋や農村

集落でこの注連縄 と海老文様 を施 した京焼 ・京焼系陶器碗が出土 し、 日常的にも嗜まれた

と考えられている。

2北 条ゆ うこ 「阿波の注連縄茶碗」『考古学調査会』徳島県立博物館1997年

3日 下正剛 「新蔵町1丁 目遺跡出土の注連縄文茶碗」『新蔵町1丁 目遺跡 企業局総合管理事務所地点II』

徳島県教育委員会 財団法人 徳島県埋蔵文化財センター2000年
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また、京焼系陶器の土瓶は、調理具組成 によると軟質施紬陶器22%、 京焼系陶器1.4%

とな り(第97図)、 前代 よ り施紬 陶器 の土瓶の比率が上がる。 これ ら煮沸具は用途別組成

にも影響を与え、食膳具 と近接 した値まで上昇す る。 この増加は言 うまでもな く、喫茶習

慣 による変化 と思われる。

四国において、同 じ様相 を示す遺跡 として徳島城下町跡が挙げ られ る。

18世 紀後期～19世 紀前期の高松城跡 は、産地別組成で肥前磁器を主体 とし、施紬陶器 ・

磁器 が続き、そのなかで京焼系陶器 は急増する。この京焼系陶器の主な器種 は碗 と土瓶で、

特 に後者 の影響で、用途別組成において食膳具 と調理具が拮抗す る値 となる。 これ ら様相

はII城 下町型遺跡 、皿在郷町型遺跡 と共通す る。また、甕の主産地について、近畿では遺

跡近郊の製品を主に受容 し、窯場がない場合は多産地が拮抗 したが、高松城跡 では在地産

の軟質施紬陶器甕が主体であることか ら、その様相 も同様である。 したがって、 この時期

の本遺跡 はII城 下町型遺跡 、皿在郷町型遺跡 と同一類型 と見ることがで きる。

但 し、近畿の遺跡ではタイプに関係 な く、京焼系陶器 の煮沸具 は土瓶以外 に鍋があ り、

これ も本時期に急増する。 しか し、高松城跡では鍋 は僅かであ り、喫茶具以外での受容差

があることが判明 した。

以上、高松城跡 、徳島城 下町跡 などの四国地方の城郭遺跡 は、16世 紀末～17世 紀前期

はH城 下町型遺跡 に共通点が多いものの、貿易陶磁が皿在郷町型遺跡 に類似す るため11-

2城 下町型遺跡 としたが、17世 紀後期 ～18世 紀前期にはH城 下町型遺跡 と同類型 となっ

た。 さらに、18世 紀後期～19世 紀前期にはII城 下町型遺跡、㎜在郷町型遺跡 と同類型 と

なる。

2そ の他 の遺 跡

四国地方では、高松城跡 ・徳島城下町跡以外 に近世を通 して状況がわかる遺跡は少ない

が、い くつかの集落遺跡で様相がみることができた。 さらに高知県の小籠遺跡は(第93

図 一7)、18世 紀後期以降の遺構 内 ・外 を含 めて遺物の検討 がされてお り、 この うち18

世紀後期～19世 紀中期 の資料については 自ら計測分析す ることができた。この計測分析 の

結果 も含 めて検討す る。

①16世 紀 末～17世 紀前期

本 時期の資料 は乏 しく、香川 ・徳島県の城 下町や交通の拠点以外は遺構 自体が少なく、
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よって土器 ・陶磁 器の組成は明 らかにできない。計測分析資料ではないが香川県高松市の

東 山崎 ・水 田遺跡 、徳島県三好町の土井遺跡な どの集落跡 を検討す ると、遺物 の全体量が

少な く、それが特徴である可能性 もあるが、遺構によって組成が大き く変動す る。

産地別組成は土師質土器 を主体 とし、それに備前焼が続き、僅 かに肥前陶器 が出土す る

組成 である。用途別組成は調理具 ・貯蔵具が多 く、これ に食膳具が続 く。

土師質土器 の主な器種は皿 ・鍋類である。 これ らの胎土 ・成形方法からい くつか分類で

き、その分布範囲から在地産 と思われ る。皿は、灯火芯を残す もの もあるが、多 くは食膳

具 として使用 した と考え られ る。鍋は東 山崎遺跡 ・水 田遺跡では羽釜 が主体である。また、

高松城跡 では耳付き土鍋が多 く出土 したが、本遺跡ではなかった。徳 島の土井遺跡 では土

師質土器鍋はほとんど出土 しない。

焼締陶器は両遺跡 とも備前焼のみであった。主な器種 は播鉢 ・甕で、但 し、東 山崎 ・水

田遺跡では土師質土器播鉢 と拮抗す る。

肥前陶器は、先の製品 と比べ ると出土量は少 ない。器種は皿で僅かに碗 がある。品質は

胎土 目 ・砂 目積みなどの 目痕 を残す量産品が大半で、東 山崎 ・水 田遺跡では絵唐津皿がご

く僅 かに出土す る。肥前陶器 の出現時期がわかる遺跡例 はない。初期 の製 品とされる岸岳

系はなく、胎土 目積みが出土す ることか ら、16世 紀末～17世 紀前期 に流通 し始めたと思

われるが、出土量は少ない。

本 時期の両遺跡 は、遺物の全体量が少なかった。産地別組成は土師質土器 を主体 とし施

紬陶器 ・磁器は僅かである。用途別組成 は食膳具が少なく、調理具 ・貯蔵具が多い組成で、

これ ら様相は近畿では共通す る例 はない。近畿の遺跡でも土師質土器 が主体だが、全体的

に陶磁器 の出土量が多い。特 に施紬陶器 ・磁器 は1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡では高い

比率を示 してお り共通性が認 められない。皿在郷型遺跡 と貿易陶磁器や 「桃 山陶器」な ど

の高級品がごく僅 かに出土す ることは類似す るが、産地 ・出土量 ともに少 なく共通性は少

ない と考え られ る。 したがって、東山崎 ・水 田遺跡、土井遺跡は近畿に同類型 がな く、こ

れ ら一群をIV-2集 落型遺跡 と新たに類型化す る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

この時期 も良好な遺構は少 なく、計測分析資料ではないが香川県丸亀市郡家 の田代遺跡

SKII11(第93図 一4)、 同県高松市 中間西坪遺跡SKO9(第93図 一2)な ど、前代に引

き続 き集落遺跡の出土状況を検討す る。
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産地別組成は出土量が多い順か ら配列す ると、土師質土器、備前焼 、肥前陶器、肥前磁

器、堺 ・明石焼 と続 く。用途別組成は調理具、食膳具、貯蔵具、調度具にわかれ る。

土師質土器 の主な器種は前代 と変わ りな く皿 ・鍋類で、この他 に甕 が新 たに出現す る。

皿は灯火芯 を残す ものが多 く、食膳具 としての使用 も継続す る。焙烙 ・鍋 などの鍋類が多

く出土 し、これ により調理具の量比が増え、その特徴 も前代 の東 山崎 ・水 田遺跡 と変わ ら

ない。甕は本時期 から増加 し、貯蔵具組成で備前焼甕 と競合す る。

備前焼は播鉢 ・甕 ・灯火具が出土す る。播鉢 は前代では本産地が独 占したが、本時期 よ

り堺 ・明石焼が僅 かに出土 し始める。甕は先に述べた通 りで他産地 と競合す る。また、備

前焼灯火具が出現す るが出土量は少ない。

肥前陶器は17世 紀代の胎土 目積み ・砂 目積み皿が出土す るが、内野 山窯で生産 された

碗や鉢な どの量産品が主に出土す る。碗の装飾 は刷毛 目碗が大半で、これ に呉器手碗 ・陶

胎染付碗 も出土す る。また、高松城跡や徳 島城下町跡で一定量出土 した京焼風陶器碗はほ

とん どみ られない。鉢の装飾 は刷毛 目や三島手である。

肥前陶器 に続 くのが肥前磁器 である。正確 な量比は示せ ないが、月巴前陶器7に 対 して月巴

前磁器は3と 少ない。器種は碗 ・皿な どの食膳具が多 く、調度具はほ とん どない。 また、

肥前磁器 の出現時期 については、高松城跡以外では不明である。分布状況 を見てみれば初

期伊 万里の分布は城下町に集 中し、次 に出現す る腰張筒型碗 は集落遺跡な どで出土す るが

少ない。多 くみ られ るのは本時期 に出現す る 「くらわんか手」であ り、四国では17世 紀

後期～18世 紀前期 に広 く流通 した と考 えられる。2遺 跡か ら出土 した碗 ・皿のタイプをみ

ると、有 田町で生産 された高級品はな く、長崎県波佐見町周辺で生産 された量産品の 「く

らわんか手」が多い。肥前陶器 ・肥前磁器 などの施紬陶器 ・磁器の出土量は、前代 ではご

く僅 かであった。本時期においては土師質土器 とこれ ら施紬陶器 ・磁器 が二分す ると思わ

れ る。 したがって、本時期に肥前陶器 ・肥前磁器が急増す ることがわか り、 これ らを 日用

器 として使用 し始めた現れ と考え られ る。

他 に、高知県南国市の小籠遺跡、香川県高松市の空港跡地遺跡 などの集落跡が同様の様

相 を示す。

17世 紀後期～18世 紀前期の2遺 跡の産地別組成 は、前代 と変わ りなく土師質土器 を主

とする組成で、これ に焼締陶器や肥前陶器が続 く。また、堺 ・明石焼 が本時期 から出現す

る。用途別組成は調理具 を中心に食膳具 ・貯蔵具が出土 し、調度具はごく僅かであった。

これ ら様相はIV集 落型遺跡 と類似するが、IV集 落型遺跡では産地別組成で肥前磁器 が高い
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比率を示 し、これ を含む施紬陶器 ・磁器の比率が68%と 半数以上を示すが、四国の2遺 跡

では40%未 満であった。さらに施紬陶器 ・磁器 の主な器種は食膳具であ り、IV集 落型遺跡

よ り受容が少ない傾向にあることがわかる。 したがって、取 り上げた集落跡は前代 と同様

に近畿では共通す る遺跡がな く、これ ら四国の集落跡は前代 に引き続 きIV-2集 落型遺跡

に類型する。

③18世 紀後期 ～19世 紀 中期

本 時期の資料 として小籠遺跡 が挙げ られ る。本遺跡は高知県南国市に所在す る農村集落

遺跡 である。遺構 の年代観 は長期だが、本時期の特徴を示す と考 え、計測分析 をおこなっ

た。産地別組成 を比率の高い順に配列する と、肥前磁器46%、 肥前陶器24%、 土師質土

器10%、 軟質施紬陶器7%、 瀬戸美濃磁器5.7%、 瀬戸美濃陶器4%、 瓦質土器1.7%、

丹波焼0.05%、 堺 ・明石焼0.05%、 京焼系陶器1.5%と 続 く(第108図)。 用途別組成 は

食膳具60%、 調理具25%、 調度具13.5%、 貯蔵具1.5%に わかれ る(第109図)。

産地別組成で比率が高いのは肥前磁器 である。主な器種 は碗 ・皿で、食膳具組成 をみる

と57%と 高い比率を示す(第110図)。 品質は有 田町で生産 された高級品が1に 対 して量

産品4と 、後者が主体であるが本時期か ら高級 品が出土す る。 この他 に仏飯具や化粧具な

どの調度具が18%を 占め、食膳具以外の製品も増加す る。また、肥前磁器 に分類 した中に

は砥部焼や西岡焼、富 田焼な ど肥前磁器 の技術的系譜を引く四国の磁器窯 の製 品も多 く含

まれる。特徴 的な体部に螺旋文に亀甲文や草文 を施 した碗類 は識別が可能であるが、これ

ら以外は困難 であるため同類 とした。

次に続 くのは肥前陶器である。食膳具が主体で、その組成で14%の 比率を示 し(第110

図)、肥前磁器 に次いで多 く出土す る。食膳具以外 に土瓶 ・土鍋な どの煮沸具があ り、調理

具組成で25%と 播鉢に次いで高い比率である(第111図)。 これ ら煮沸具は18世 紀後期

以前では出土 してお らず、本時期 に急増 し、調理具組成 に変化をもた らす。また、肥前陶

器に分類 した中には肥前陶器の技術的系譜 を引 く高知県の尾戸焼製品が多 く含 まれる。

土師質土器 は皿 ・焙烙 ・火鉢 ・規炉類が出土す る。 この うちで火鉢や規炉類 などの大型

製品が多 く、前代にみ られた皿 ・鍋類か ら主製 品が変わる。

焼締陶器は堺 ・明石焼の比率が高い。主な製品は播鉢 で、調理具組成では35%と これ の

みである(第111図)。 他 に丹波焼が出土す る。器種は甕で、本遺構ではこれ のみであっ

たが、他 か らは備前焼、肥前陶器な どが出土す る。
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施紬陶器は他 に、京焼系陶器 、瀬戸美濃陶器がある。京焼系陶器は灯火具、調理具を主

体 とし、碗 ・火鉢 など豊富な器種組成である。 また、 この中には在地に点在す る京焼の技

術的系譜を引 く窯製品 も含 まれ る。特 に、灯火具や調理具を観察す ると、大坂城跡や伊丹

郷町遺跡 などで出土する製 品 と比べ ると、器厚 ・紬厚が厚 く、紬薬に透明度がない。 この

ことから地元産の可能性が高い と考え られ る。その一方で、碗類の上絵付 けした製 品につ

いては近畿の遺跡 から出土す る製品 と類似す る。瀬戸美濃陶器は碗や水鉢 ・火鉢な どの大

型製 品が出土す る。

本様相 と共通す る遺跡 として、他 に香川県高松市の空港跡地遺跡がある。

18世 紀後期～19世 紀 中期の本遺跡の産地別組成 は、肥前磁器が高い比率で、土師質土

器 ・焼締陶器 が施紬陶器 ・磁器 より低い値 を示す。また、食膳具組成 において肥前磁器が

高い比率を示 し、 これを主に 日用器 として受容す ることや、播鉢 は堺 ・明石焼 が主体であ

ること、甕は多産地が拮抗す ることな どはII城 下町型遺跡、皿在郷型遺跡、IV集 落型遺跡

と概ね類似する。 しか し、月巴前陶器が本遺跡のよ うに高い比率を示す様相 は近畿の遺跡で

はない。 これは在地の尾戸焼が含まれ るためであ り、そのようなことから近畿における京

焼系陶器 の様相 と共通す ると思われ る。ただ、尾戸焼の増加 も碗 ・煮沸具によることは同

じだが、その組成 はII城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡 と比べると比率値が低い。 さらに有

田町で生産 された高級食膳具 の割合 も先の2類 型遺跡 より少 なく、本遺跡 の様相はIV集 落

型遺跡 と共通す る。 したがって、本時期の小籠遺跡 はIV集 落型遺跡 と同一類型 に属す ると

み ることができる。

第2節 中 国 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

中国地方の近世遺跡 は、瀬戸内海沿いに多 く点在す るが、近年、 日本海側で も活発に調

査 し始めている。その中で、い くつかの遺跡 ・遺構 を計測分析す ることができた。 ここで

はその分析結果 と近畿 の4類 型遺跡 と比較検討 し、各遺跡 を分類 しその特徴 を述べ る。

1広 島城 跡(第114図 一1)

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本遺跡は、江戸時代は安芸、現在は広島県広島市 に所在す る。広 島城 は天正17年(1589)

に毛利輝元に よって築城 され、慶長6年(1601)に 福島正則が入城後 も整備 され続 けられ

た。
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本 時期 の資料 としてSD2が 挙げ られ る。産地別組成 を比率の高い順に配列する と、土

師質土器45%、 肥前陶器32.69%、 上野 ・高取焼7%、 備前焼6%、 中国製磁器5%、 瀬

戸美濃陶・器3%、 丹波焼1.3%、 軟質施紬陶・器0.01%と 続 く(第115図)。 用途別組成は食

膳具83%、 調理具13%、 調度具4%、 貯蔵具3%に わかれ る(第116図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器で、主な器種 は皿で80%と 出土量が多い。

その他に焼塩壷 ・焙烙 ・規炉が出土す る。 これ らの胎土の色調、成形方法か らい くつかに

分類 でき、それ らの分布状況か ら多 くは在地産 と考 えられ る。

土師質土器 に続 くのは肥前陶器である。主な器種 は皿で、これ に碗 ・鉢 ・播鉢 ・甕な ど

が出土する。この うち食膳具組成では土師質土器48%、 肥前陶器40%、 中国製磁器6%、

瀬戸美濃陶器4%、 上野 ・高取焼1%と 続 き(第117図)、 施紬陶器 ・磁器では本産地が

多 く出土す る。品質は皿 ・鉢 は粗雑 な作 りの量産品3に 対 して、絵唐津 などの高級品2で 、

高級 品も一定量含む。

上野 ・高取焼は、本遺構 では播鉢の破損が激 しく高い比率であったが、同時期 と考 えら

れ るSK56で は1%を 示 し、後で述べ る中国製磁器や焼締陶器 より低い比率である。器種

は碗 ・皿 ・鉢 などの食膳具が主体で、播鉢 ・瓶類な ども僅かに出土する。

焼締陶器で高い比率を示すのは備前焼である。主な器種は播鉢 と甕で、調理具組成では

備前焼22%、 丹波焼9%、 肥前陶器4%、 上野 ・高取焼2%と 続 き(第118図)、 備前焼

が主体である。甕 は貯蔵具組成 で備前焼18%、 肥前陶器8%と これ も高い比率を示す(第

119図)。 したがって、本時期 にお ける播鉢 ・甕の主産地 は備前焼である。焼締陶器 は他 に

丹波焼があ り、大平鉢が僅かに出土す る。

備前焼 に続 くのは中国製磁器 である。主な器種は皿で、食膳具組成 では6%と 少ないが

景徳鎮窯 ・潭州窯の青花が出土す る(第117図)。 施紬陶器 ・磁器は、他 に瀬戸美濃陶器

がある。粗雑な作 りの量産品は少 なく、「桃 山陶器」に分類 され る志野焼や織部焼な どの懐

石具 ・茶器が出土す る。

また、これ ら施紬陶器 ・磁器は共通 して主器種が食膳具である。その組成では土師質土

器が高い比率だが、これ ら施紬陶器 ・磁器 が52%を 示す ことか ら、これ らを 日用器 として

主 に受容 した と考えられ る。

中国地方において本遺跡 と同 じ様相 を示す遺跡 として、岡山県岡山市の岡山城跡 ・二 日

市遺跡銭座跡 、島根県の富田川河床遺跡が挙げ られ る。

16世 紀末～17世 紀前期の広島城跡の産地別組成で最 も高い比率を示す のは土師質土・器
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で、これに肥前陶器 ・上野 ・高取焼 などの施紬陶器 ・磁器 が続 き、焼締陶器の比率が低 く、

用途別組成は食膳具が高い比率を示 した。 このよ うな諸点は、1都 市型遺跡、II城 下町型

遺跡 、皿在郷町型遺跡 と共通す る。但 し、広島城跡では貿易陶磁器が5%で あるが、1都

市型遺跡 では30～20%を 示 してお り、さらに、1都 市型遺跡 は高級陶磁器が突 出 して高い

比率を示す例があるが、本遺跡ではみ られ ない。 この貿易陶磁器の比率はII城 下町型遺跡

とも差異がみ られ、本遺跡 と共通す るのは皿在郷町型遺跡である。 しか し、施紬陶器 ・磁

器の食膳具が52%出 土すること、 「桃 山陶器」の懐石具や茶器が一定量み られ る点はII城

下町型遺跡の特徴 を多 く示す ことか ら、II-2城 下町型遺跡 と同一類型に属す ると考 えら

れ る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本時期 の資料 としてSK39が 挙げられ る。産地別組成 は土師質土器61%、 肥前磁器23%、

月巴前陶器7%、 京焼系陶器6%、 中国在地陶器4%、 備前焼1.8%、 瀬戸美濃陶器1.6%、

中国製磁器0.6%、 堺 ・明石焼0.05%と 続 く(第115図)。 用途別組成 は調理具57%、 食

膳具33%、 調度具7%、 貯蔵具3%に わかれる(第116図)。

本時期 においても土師質土器 が高い比率 を示す。但 し、本遺構では焙烙 の破損が著 しい

ため高い数値 で現れたが、個体数では48%を 示す。また、同時期 とす るSK55で は肥前磁

器52%、 土師質土器16%を 示 し、前代よ り出土量が減少す る。器種 は本遺構では皿のみ

だが、SK55で は焙烙 ・焼塩壺 ・ミニチュア土製品が出土す る。

肥前磁器 は先に述べたが産地別組成で高い比率を示す。本遺跡 における肥前磁器 の出現

時期 は17世 紀前期～17世 紀中期 と考え られている・。 この時期 とするSK45の 産地別組

成では、土師質土器50%、 肥前陶器22%、 備前焼9%、 肥前磁器9%、 瀬戸美濃陶器5%、

中国製磁器3%と 続 き(第115図)、 本産地は肥前陶器 と比べ ると出土量が僅かである。

続 く17世 紀後期～18世 紀前期 とす るSD3の 産地別組成 では、土師質土器42.2%、 肥前

磁器25%、 肥前陶器18%、 備前焼10%、 上野 ・高取焼1.6%、 萩焼1.6%、 京焼系陶・器

1.6%と 、前代まで施紬陶器 の主体であった肥前陶器 を抜いて高い比率を示 し、この時期 に

増加 した と考えられ る(第115図)。

本遺構では食膳具の碗 ・皿を主に、仏飯具 ・香炉 などの神仏具 ・合子や蓋物 などの調度

4福 原茂樹 ・篠原達也 「広島県における肥前陶磁器の出土状況について」『国内出土の肥前陶磁器 西 日本の流通をさ

ぐる第1分 冊』 九州近世陶磁学会2002年

1:



具が出土す る。また、碗 ・皿 は食膳具組成では36%を 示 し(第117図)、 前代のSDO3で

は30%で あ り、僅 かに増加 している。品質 は有 田町で生産 された色絵や染付の高級食膳具

2対 して、「くらわんか手」とよばれ る量産品3と 高級 品も一定量含む。また、調度具は前

代 よ り器種にバ リエーシ ョンが増 え、その影響で調度具の比率 も上昇す る。

肥前磁器 に続 くのは肥前陶器 である。器種 は前代 と変わ りな く、食膳具の碗 ・皿 を中心

に貯蔵具の甕 も出土 し、同時期 とするSK55で は鉢や播鉢な どもみ られ る。中国在地陶器

は、本遺構では器種は不明であるが、同時期のSK55で は貯蔵具が主に出土す る。

焼締陶器で高い比率を示すのは備前焼である。播鉢 ・甕が出土 し、同時期のSK54か ら

灯火具が出現す る。播鉢は調理具組成 をみると備前焼1%、 堺 ・明石焼1%と 、これ らが

拮抗す る(第118図)。 また同時期のSK54・55で は備前焼の比率が高いことか ら、本時

期の播鉢の主体は備前焼であると思われる。甕 は貯蔵具で備前焼60%、 肥前陶器40%が

出土 し(第119図)、 前代に引き続き備前焼が主体である。 この他に、京焼系陶器 は本時

期か ら出現する。 主な器種は丸碗で、色絵 を施す ものが多い。瀬戸美濃陶器は天 目碗が僅

かに出土す る。

17世 紀後期～18世 紀前期の広島城跡の産地別組成は土師質土器が減 り、それに反比例

して肥前磁器 が増加する。用途別組成で食膳具が依然 として高い比率を示 し、調度具のバ

リエーシ ョンが増える。これ ら諸点は、II城下町型遺跡 と共通す る。さらに、堺 ・明石焼、

京焼系陶器な どの出現時期、有 田町で生産 された高級品の割合な ど同 じであるが、肥前磁

器が17世 紀後期～18世 紀前期に増加 し、時期差がある。 したがって、II-2城 下町型遺

跡 に属すると考 えられる。

その一方で、肥前陶器 は本遺跡 では食膳具 ・調理具 ・貯蔵具 と豊富な器種が出土 したが、

近畿では城下町型遺跡 に限 らず他の類型でも、食膳具が主体であ り流通品に違いがある。

この うち揺鉢 ・甕は近畿では丹波焼や信楽焼な どが、窯場の近郊でその市場 を独 占してい

た。本遺跡で も近在する備前焼が多 く出土す るが、市場 を独 占は していない。 よって、広

島城跡の播鉢 ・甕の様相は近畿 とは異な り、また、肥前陶器 は多器種 の製 品が流通す るこ

とが明らかとなった。

③18世 紀後期～19世 紀前期

本 時期の資料であるSK16は 廃棄土坑である。産地別組成 は肥前磁器37.3%、 土師質土

器20.5%、 肥前陶器15%、 堺 ・明石焼8%、 備前焼5%、 京焼系陶器5%、 中国在地陶
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器4%、 信楽焼2%、 瀬戸美濃陶器2%、 上野 ・高取焼0.6%、 中国製磁器0.6%と 続 く(第

115図)。 用途別組成は食膳具60%、 調理具26%、 貯蔵具7%、 調度具7%に わかれる(第

116図)。

肥前磁器 が前代よ りさらに比率を上げる(第115図)。 主な器種は食膳具が多 く、その

組成 を見てみると肥前磁器62%、 肥前陶器17%、 瀬戸美濃陶器7%、 京焼系陶器2%と

前代 より上昇す る(第117図)。 また、碗 ・皿 ともに器種は:豊富で、特に碗は広東碗 ・望

料碗 ・筒型碗 ・小丸碗な どがみ られ る。品質は有 田町で生産 された高級品2に 対 して、「く

らわんか手」 とよばれる量産 品3と 、前代 と変わ りない。

土師質土器 は前代 より比率 は下降す るが、依然 として高い比率である。器種 は引き続 き

皿 を主 とし、焙烙が出土する。調理具組成では土師質土器焙烙16%を 示 し、18世 紀 中期

では80%で あったため、本器種 の減少によ り全体量が減ったと思われ る。

肥前陶器は前代 より比率が下降す る。器種は碗 ・皿 ・鉢な どの食膳具、調理具の片 口が

ある。17世 紀後期～18世 紀前期では播鉢 ・甕が一定量出土 したが、本遺構ではな く、同

時期 とするSK18か ら1.5%と 僅かに出土す る程度で、この減少 により比率を下げたこと

がわかる。

焼締陶器で高い比率を示す のは堺 ・明石焼である。器種は播鉢で、調理具組成 を見てみ

ると堺 ・明石焼41%、 備前焼25%、 上野 ・高取焼4%と 堺 ・明石焼が主体 とな る(第119

図)。 この様相 は18世 紀 中期か らみ られSK39で は堺 ・明石焼2%、 備前焼1%と 堺 ・明

石焼が高 く、本時期 にはその比率値に差異がある。

堺 ・明石焼に続 くのは備前焼である。主な器種は揺鉢 ・甕 で、揺鉢 は先 の通 りに堺 ・明

石焼に主体が移行す るが、甕は貯蔵具組成で備前焼65%と 依然 として高い比率で(第119

図)、 これによ り一定量出土 した と思われ る。

京焼系陶器 は前代 よりやや比率を上げる。主な器種は引き続 き碗であるが、本時期か ら

土瓶 が出現する。調理具組成では16%と 出現 と同時に一定量 出土 し(第118図)、 この影

響 により用途別組成 において調理具の比率が上昇す ると思われ る。中国在地陶器 も増加す

る。主な・器種は貯蔵具の甕で、その組成で35%と 高い比率を示す(第119図)。

中国地方 において本遺跡 と同じ様相 を示す遺跡は、山 口県の長 門国府遺跡がある。

18世 紀後期～19世 紀前期の広島城跡の産地別組成は肥前磁器 が高い比率 を示 し、土師

質土器や焼締陶器 が前代 よ り比率 を下げる。品質について量産品が多いが高級 品は一定量

受容 される。 この ような諸点は、11城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡 と共通す る。また、揺
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鉢は堺 ・明石焼が中心であることや、甕の受容 についてもこれ ら2類 型遺跡 と同様 であっ

た。

しか し、11城 下町型遺跡、皿在郷型遺跡では京焼系陶器 の煮沸具の増加 により、産地別

組成 で肥前磁器 と拮抗 し、 さらに用途別組成でも食膳具が前代 より減少 し、調理具 と近い

比率を示す組成 に変化 した。 しか し、広島城跡では京焼系陶器土瓶、中国在地陶器 土瓶 が

やや上昇す るが比率は低 く、II城 下町型遺跡、皿在郷型遺跡 のような変化 はみ られず、そ

の様相はむ しろ近畿の集落型遺跡 と類似す る。

したがって、18世 紀後期～19世 紀前期 の広 島城跡は、II城 下町型遺跡、㎜在郷型遺跡

と概ね共通するが、IV集落型遺跡の様相 も含む ことか ら、11-2城 下町型遺跡 と類型す る。

2米 子 城 跡(第115図 一10)

①16世 紀末 ～17世 紀前期

広島城跡 と同 じ城郭遺跡 である米子城跡 も計測分析できたので、それ を取 り上げる。

本遺跡 は、江戸時代は因幡、現在は鳥取県米子市 に所在す る。 中世は尼子氏支配下の城

館 として、江戸時代には中村一忠が入城す るが、慶長14年(1609)に 中村一忠が急死 し、

翌慶長15年(1610)に 美濃国黒野城主加藤貞泰が伯者の国である会見 ・汗入郡6万 石 の

領主 として転封 され る。元和3年(1617)に 加藤貞泰 は伊予国大洲へ転封 とな り、因伯 の

領主池 田光政の一族が米子城 を預か り、以後、親族が継続す る。

発掘調査は、主に武家屋敷が点在 した城下町で主に行 われ てお り、現在 までに30数 次

に及ぶ。21次 調査では、江戸時代 の遺物が比較的ま とまって出土 していることか ら、数量

カウン トし、米子城跡 の土器 ・陶磁器の組成 として報告 されている。今回は、 この資料 を

再分析 し、また、近年の調査成果 も踏まえて、その分析結果 を述べ る。

本 時期は全体的に出土量が少な く、遺構 によってその内容 が大きく異なる。SEO2の 産

地別組成を比率の高い順に配列す ると、肥前陶器86%、 備前焼7%、 中国製磁器7%と 続

く(第127図)。 用途別組成 は食膳具95%、 調理具2.5%、 貯蔵具2.5%に わかれ る(第

128図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前陶器 である。本地点の独 自の特徴 とも考 えられる

が、胎土 目積 みが多い。主な器種 は碗 ・皿 ・鉢 と播鉢である。食膳具組成 を見てみると肥

前陶器92%と 多い(第129図)。 品質 は 目痕を残す量産品3に 対 して、絵唐津 などの高級

品1で 、量産品が多い。同時期 と考え られ る6次 調査では土師質土器皿が出土 し、その量
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は肥前陶器 と近接す る。播鉢 は調理具組成では本産地のみだが、6次 調査か らは備前焼 も

僅かに出土する。

焼締陶器は備前焼が出土す る。本遺構では甕のみだが、先 に述べたが揺鉢 も僅かに出土

す る。 中国製磁器 は食膳具で、その組成では8%と 僅かである(第129図)。 景徳鎮窯や

潭州窯系の皿 が出土する。

また、肥前陶器 な どの施紬陶器 ・磁器の主な器種 は食膳具である。本遺構では食膳具組

成で施紬陶器 ・磁器が大半を占める。ただ、先 にも述べたが同時期 とす る6次 の調査では

土師質土器が高い比率を示すが、施紬陶器 ・磁器がやや上回ることか ら、本時期の食膳具

は施紬陶器 ・磁器 が多い と考 えられ る。

さらに本遺構では出土 しないが、4・6次 調査では、土師質土器、瀬戸美濃陶器 が出土

す る。本時期では土師質土器 の出土量が多 く、先の調査では産地別組成で50%近 い比率を

示す。 よって、本 時期の産地別組成では土師質土器が主体 と思われ る。瀬戸美濃陶器はご

く僅 かで、粗雑な作 りの量産品は少 なく、「桃 山陶器 」に分類 される志野焼、織部焼 などの

懐石 ・茶器が出土す る。

本 時期の米子城跡の産地別組成 は、肥前陶器 ・土師質土器 を主体 とし、備前焼が続 く。

用途別組成は食膳具が多 く、その中心 は肥前陶器を主 とす る施紬陶器 ・磁器で、 これ らを

日用器 として受容す る。 これ ら諸点は、概ね1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡、皿在郷町型

遺跡 と共通する。 しか し、米子城跡では貿易陶磁・器が8%で あるが、1都 市型遺跡 では20

～30%を 示 してお り、さらに、1都 市型遺跡は高級陶磁器 が突出 して高い比率を示す例 が

あるが、本遺跡ではみ られない。 この貿易陶磁器の比率はII城 下町型遺跡 とも差異がみ ら

れ、本遺跡 と類似するのは皿在郷町型遺跡 である。しか し、施紬陶器 ・磁器 の食膳具が50%

以上出土す ること、「桃 山陶器」の懐石具や茶器が一定量出土み られ る点はII城 下町型遺跡

の特徴 を多 く示す。したがって、11-2城 下町型遺跡 とした広 島城跡 と類似す ることから、

両遺跡 を同一類型 とみることができる。

但 し、相違点もある。播鉢 ・甕 などの主産地は近畿の城下町型遺跡 では広域流通品の備

前焼 もしくは遺跡近郊の産地 を受容 した。米子城跡遺跡では九州 の肥前陶器が高い比率を

示 してお り、近畿の城 下町型遺跡 とは様相が異 なる。ただ先 に述べた広島城跡 でも本時期

に肥前陶器の播鉢 ・甕が増加 していたが、本遺跡ほ ど高い比率を示 していない。 したがっ

て、肥前陶器 の揺鉢 ・甕は、本時期には中国地方で受容 し始 めるが 日本海側 を中心に展開

した と思われる。
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②17世 紀後期 ～18世 紀代

17世 紀後期～18世 紀前期の良好な資料はなかったが、SK49は18世 紀代の特徴 を示す

と思われたため取 り上げた。産地別組成を見てみ ると土師質土器48%、 肥前磁器24%、

肥前陶器17%、 中国在地陶・器10%、 備前焼0.6%、 瓦質土・器0.4%と 続 く(第127図)。

用途別組成は調度具53%、 食膳具36%、 調理具10%、 貯蔵具1%に わかれ る(第128図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器である。器種 は皿 ・焙烙 ・火消 し壷が出土

し、本遺構ではこれ らの破損が激 しかったため高い比率を示 したが、個体数では次の肥前

磁器 をやや下回る。皿は本遺構では灯火芯 を残す ものが大半で、主に灯火具 として使用 し

たと思われ る。これは調度具組成では土師質土器灯火具90%、 備前焼灯火具0.4%と あ り、

土師質土器が主である(第132図)。

肥前磁器は食膳具の碗 ・皿 ・小圷、調度具の神仏具 ・文具など豊富な器種組成である。

本遺跡の肥前磁器 の出現期を示す資料はない。17世 紀中期 とするSK44の 産地別組成をみ

ると、肥前陶器42%、 土師質土器40%、 肥前磁器9%、 中国製磁器4.4%、 瀬戸美濃陶器

2.3%、 瓦質土器0.4%と 、肥前磁器の比率は低い。 よって、本時期に増加す ることがわか

る。本遺構で多 く出土す るのは食膳具で、その組成では肥前磁器58%、 中国在地陶器21.6%、

肥前陶器20.6%(第129図)と 高い比率 を示 し、この増加 によ り前代 の主であった肥前陶

器か ら肥前磁器へ移行す る。 品質 は有 田町で生産 された色絵や染付の高級食膳具2に 対 し

て、長崎県波佐見周辺の諸窯で生産 された 「くらわんか手」などの量産品3で 、後者が多

い。

次に続 くのは肥前陶器である。器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理具の播鉢、貯蔵具の甕

と豊富な組成である。この うち調理具組成をみ ると、肥前陶器播鉢71%、 中国在地陶器播

鉢18%と 前代 と変わらず高い比率 を示す(第130図)。 また、甕は貯蔵具組成では新たに

中国在地陶器19%が 加わ るが、肥前陶器81%が 主体で(第131図)、 これ ら調理具 ・貯蔵

具は本産地が中心であることがわかる。

中国在地陶器 は本時期か ら出現す る。 この分類に含まれ るのは石見焼 ・布志名焼 ・須佐

唐津焼な どの中国地方の 日本海沿いの製品である。器種 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理具の

播鉢 ・鍋類、貯蔵具の甕、調度具 など豊富な組成である。 しか し、肥前磁器 ・肥前陶器 と

重なる器種が多 く、それ らを上回る比率を示す製品はない。

本 時期の米子城跡の産地別組成 は、土師質土器が減 り、肥前磁 器が急増 し、これを主体

とす る組成に変わる。肥前磁器 の主器種は食膳具で、本時期 に急増す ることによ り用途別
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組成 において前代 よりさらに高い比率 を示す。 これ ら諸点はII城 下町型遺跡、皿在郷町型

遺跡 と共通する。 しか し、有 田町で生産 された高級食膳具の割合 は、II城 下町型遺跡 と共

通するが、増加時期が異なる。 したがって、本時期の米子城跡の土器 ・陶磁器 の様相は11

-2城 下町型遺跡 と同一類型 に属する とみることができる
。

3津 和 野 城 下 町祇 園 町遺 跡(第114図 一7)

本遺跡は、江戸時代は石見 と呼称 され、現在 は島根県鹿足郡津和野町に属す る。祇園町

遺跡 は近世津和野城下町の北端に位置 し、元禄年間の絵 図によると町屋が建ち並ぶ地域で

ある。平成10年(1998)に お こなった発掘調査では6時 期 の火災層 を検 出した。その中

で、遺物が比較的ま とまって出土 したのが安永2年(1773)、 享和元年(1801)に 相当す

る火災層に伴 う面で良好な一括廃棄土坑を検出 した。

4-S2は 、安永2年(1773)の 火災に伴 う面 より検 出した一括廃棄土坑である。産地

別組成 を比率の高い順に配列す ると肥前磁・器69%、 中国在地陶・器23%、 土師質土器3.5%、

月巴前陶器2.5%、 萩焼1.6%、 瀬戸美濃陶器0.4%と 続 く(第147図)。 用途別組成 は食膳

具46%、 調度具36%、 調理具10%、 貯蔵具8%に わかれる(第148図)。

肥前磁器 は産地別組成で一番高い比率を示す。食膳具の碗 ・皿 ・鉢 ・小圷、調度具の神

仏具 ・化粧具 ・瓶類 と豊富な器種組成である。食膳具組成を見てみ ると肥前磁器78%、 中

国在地陶器17%、 萩焼3.5%、 肥前陶器1.5%と 高い比率を示 し(第149図)、 その うち肥

前磁器碗34%が 多 く出土す る。調度具 もその組成で58%と 高い比率 を示す(第152図)。

品質は有田町で生産 された染付の高級食膳具1に 対 して、長崎県波佐見町周辺 の窯で生産

された量産品3で 、後者が主体である。

これに続 くのは中国在地陶器 で、器種 は食膳具の碗 ・鉢、調理具の揺鉢 ・片 口、貯蔵具

の壺 ・瓶類、調度具の灯火具 ・神仏具な ど豊富な組成である。食膳具は先 の通 りだが、揺

鉢は調理具組成で揺鉢43%、 片 口57%と 本産地のみである。また、貯蔵具 も肥前陶器甕

37%、 中国在地陶器甕37%、 中国在地陶・器瓶26%と 中国在地陶器が中心である。甕は本

遺構 では肥前陶器 と中国在地陶器 と拮抗す るが、同時期 の遺構では中国在地陶器が高い比

率 を示す。

土師質土器 は皿 が出土す る。皿はロクロ成形で灯火芯を残す ものがある。灯明皿 は調度

具組成 をみ ると土師質土器4%、 中国在地産陶器5%で 、 中国在地陶器 が土師質土器 より

やや高い比率を示す(第152図)。 同時期 とす る4-S3か らは甕が出土 し、これは佐野焼
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甕である。 この他 、萩焼は食膳具が僅かに出土す る。

18世 紀後期～19世 紀前期の本遺跡の産地別組成 は肥前磁器が高い比率で、施紬陶器 が

土師質土器 よ り多 く出土する。用途別組成 は食膳具が もっとも高い比率 を示 し、この主 と

なるのが肥前磁器 でこれ を 日用器 として受容 され る。 これ ら諸点はIV集 落型遺跡 と共通す

る。また高級品の割合 も、量産品4に 対 して高級品1で あることも類似す る。したがって、

本遺跡はIV集 落型遺跡 と同一類型 に属する と認 められ る。

4四 日市 遺 跡(第114図 一2)

①17世 紀後期 ～18世 紀前期

城郭資料が続いたが町屋資料 も一部計測分析できた。その中で四日市遺跡 を取 り上げる。

本遺跡は、江戸時代は安芸、現在 は広島県東広 島市 に属 し、近世 は西国街道(山 陽道)沿

いの 「宿場町」であった。本街道 は大坂か ら九州を結ぶ脇往還で、四 日市はその街道に沿

って町屋 が形成 され、規模 は延長900mに も及ぶ と考 えられている。

発掘調査は、JR西 条駅南側の西条本町、栄町地区が中心で、旧四 日市の中心部 を主に行

われている。調査の結果、18世 紀以降の遺構 ・遺物 を中心 とし、特に幕末 に描 かれた絵 図

のとお りの屋敷割や井戸、便所な どが検出 された。また、その建物が19世 紀前期 に建て

られ、既存時まで継続す ることがわかった。遺物は、16世 紀末～17世 紀初頭 の肥前陶器

碗 ・皿や潭州窯の青花皿な ども出土す るが、18世 紀以降の遺物 と共伴す るため、17世 紀

代の土器 ・陶磁器組成は不明である。 中心は先 に述べた とお り18世 紀代以降である。第

1～4次 調査の出土遺物にっいては、堀内秀樹氏が計測分析 され本遺跡の土器 ・陶磁器 の

様相 を述べている。 この堀内氏の分析方法 は、筆者の分析 とほぼ同じであ り、同氏の分析

結果 を採用 した・。ただ、土師質土器、瓦質土器 については分析 していないため数値 には示

せなかった。

17世 紀後期～18世 紀前期の良好な資料 として第10次 調査第5827号 遺構がある。産地

別組成 を比率の高い順に配列す ると肥前陶器34%、 備前焼25%、 肥前磁器25%、 瀬戸美

濃陶器16%と 続 く(第121図)。 用途別組成 は食膳具71%、 調理具19%、 調度具7%、

貯蔵具3%に わかれ る(第122図)。

肥前陶器は食膳具の碗 ・鉢 が出土する。その組成 をみると肥前陶器66%、 肥前磁器35%

5堀内秀樹他 『西条栄町 ・西条本町 四 日市遺跡発掘調査報告書1一 第1～4次 調査 一』財団法人 東広

島市教育文化振興事業団2004年
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と(第123図)、 肥前陶器が高い比率を示 し、 この うち鉢が35%と 多 く出土す る。

肥前陶器 に続 くのは備前焼で、播鉢 ・瓶類が出土す る。 これ らの器種は、本遺構 では各

用途別において他産地は出土 してお らず、第1465遺 構では肥前陶・器揺鉢が出土す るが、

備前焼 を上回る比率は示 さない。また、同時期 と考 えられ る第1465遺 構では備前焼甕 も

出土 してお り、本遺跡 の播鉢 ・甕 は近在す る備前焼が主産地であったことがわかる。

備前焼 と同率 なのが肥前磁器 で食膳具の碗 ・皿が出土す る。その組成は肥前陶器鉢 より

少ないが、碗 は肥前陶器碗8%に 対 して肥前磁器碗21%と 大差があ り、碗 については本産

地が主体である。 品質は量産 品の 「くらわんか手」のみで、有 田町で生産 され た高級品は

み られない。皿は肥前磁器 のみであったが、第1465遺 構では肥前陶器皿 が出土する。 ど

ちらも見込みに蛇 ノ目紬ハギを施す量産品のみである。

土師質土器 は皿 ・火鉢が出土す る。数値化 した場合は肥前陶器 よ り比率は高いが、その

比率値には大差はない と思われ る。 したがって、材質でわけた場合は肥前陶器 ・肥前磁器

などの施紬陶器 ・磁器が半数近い比率 を示す。また、17世 紀代の本遺跡 では陶磁器2に 対

して土師質土器8で あったため、本時期に施紬陶器 ・磁器 が増加 したことがわかる。

17世 紀後期～18世 紀前期の四 日市遺跡は、産地別組成 では土師質土器が高い比率だが、

肥前陶器 ・肥前磁 器が多 く出土 し始める。そのため焼締陶器 の備前焼 は前代 より比率 を下

げる。用途別組成 は食膳具が高い比率で、これ に調理具がみ られ、調度具 ・貯蔵具が僅 か

に出土する。 これ ら諸点は、IV集 落型遺跡 と類似す る。加 えて有 田町で生産 された高級食

膳具の割合や、播鉢 ・甕の主産地 も近在の産地がその市場 を独 占にするのも同様である。

しか し、r▽集落型遺跡 では、産地別組成では月巴前磁器が高 く、肥前陶器 を主 とす る本遺跡

とは異な り、 さらに、 日用器である食膳具 の材質に差異がみ られ る。

したがって、IV集 落型遺跡 と共通点が多い ものの様相差 もみ られ ることか ら、本 時期 の

四 日市遺跡はIV-2集 落型遺跡 と同一類型 とみ なす ことができる。

②18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の良好な資料 として第10次 調査第6047号 遺構がある。産地別組成 は肥前磁・器

60%、 中国在地陶器12%、 京焼系陶器11%、 備前焼7%、 肥前陶器4%、 堺 ・明石焼2.5%、

丹波焼1.5%、 瀬戸美濃陶器1.5%、 萩焼0.5%と 続 く(第121図)。 用途別組成をみ ると

食膳具が57%と 高 く、これ に調理具17%、 調度具16%、 貯蔵具10%と わかれ る(第122

図)。
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産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 で、その比率は半数以上を占める。本産地の

増加 は18世 紀 中期か らみ られ、第1459号 遺構の産地別組成では肥前磁器83%、 中国在

地陶器6%、 備前焼5%、 肥前陶器4%、 瀬戸美濃陶器2%と な り(第121図)、 肥前陶

器 と逆転す る。主体で ある食膳具組成 を見てみ ると肥前磁器 が82.6%と 高い比率 を示す

(第123図)。 器形 は広東碗 ・高台U字 高台広碗な ど法量的に中碗 に属す るものが多いが、

小碗 の筒型碗 もあ り器形にバ リエーシ ョンがみ られ る。調度具は神仏具 ・化粧具 ・瓶類 な

どが出土 し、器種が増 える。また、有 田町で生産 された高級食膳具は少な く、「くらわんか」

手な どの量産品が多い。その割合 は高級品1に 対 して量産品3を 示す。

次に続 くのは中国在地陶器で、本産地 も前代 よ り比率が上が り、 この傾 向は肥前磁器 と

同様 に18世 紀 中期か らである。主な器種は、調理具の徳利 ・土瓶、貯蔵具の甕で、特に、

徳利 は多 く1・2合 程度の小型の製品である。本器種は備前焼が調理具組成で23%と 高い

比率だが(第124図)、 大型瓶であり大き さによって産地を使いわけ され と思われ る。土

瓶は本時期か ら出現するが京焼系陶器土瓶 よ り出土量は少ない。甕は貯蔵具組成では備前

焼33%、 丹波焼33%、 中国在地陶器25%、 肥前陶器9%と(第125図)、 各産地が拮抗

す る。

京焼系陶器 は本 時期か ら出現す る。器種 は食膳具の碗、調理具の土瓶である。碗 は丸碗

のみで、陶器碗の組成比 をみると京焼系陶器4%、 肥前陶器3%、 瀬戸美濃陶器2%、 萩

焼0.5%と 京焼系陶器碗 が一番高い比率を示す(第123図)。 調理具の土瓶 は本時期 から出

現 し、同時期の遺構か らも多 く出土す る。

焼締陶器で高い比率を示すのは備前焼である。 しか し、前代 より比率が下降す る。 これ

は前代まで主体であった播鉢が他産地 に移行す るためであるが、徳利 ・甕 などによって一

定量を保持 したと思われ る。

肥前陶器は食膳具の碗 ・鉢、調理具の片 口、貯蔵具の甕、調度具の神仏具 と前代 と同様

に豊富な器種組成 である。 しか し、前代 より比率が大幅に下降す る。 これ は先 にも述べた

が食膳具の減少 も大 きいが、中国在地陶器播鉢 ・甕 などの増加によ り出土量が減ったこと

にも要因がある。

堺 ・明石焼では播鉢が出土 し、本遺構ではこれのみである。本産地は18世 紀後期か ら

出土 し、出現 と同時にその市場 を独 占す る。土師質土器 は前代 より比率を下げるが、20～

10%台 はキープ した と思われ、中国在地陶器 と近接す る値を示す。主な器種は皿 ・焙烙 ・

火鉢 である。
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18世 紀後期～19世 紀前期の四 日市遺跡 は、産地別組成において肥前磁器が高い比率を

示 し、施紬陶器 ・磁器 が土師質土器 より多 く出土す る。用途別組成では食膳具が主体であ

るが、調度具が前代 より僅 かに比率を上げる。品質は有 田町で生産 された高級品は少なく、

量産品が中心であった。このよ うな諸点は、IV集 落型遺跡 と共通す る。 したがって、18世

紀後期～19世 紀前期の四 日市遺跡は、IV集 落型遺跡 と同一類型 に属す ると認 め られ る。

第3節 北 九州 にお け る土器 ・陶磁 器 の様相

北九州地方の近世遺跡は、肥前陶器や肥前磁器などの窯跡が有名であるが、消費地遺跡

も多く点在する。その中で、いくつかの遺跡 ・遺構を計測分析した。ここではその分析結

果と近畿の4類 型遺跡 と比較検討 し、各遺跡を分類しその特徴を述べる。

1小 倉 城 ・小 倉 城 下 町跡(第160図 一1)

小倉城 ・小倉城下町跡(以 後、小倉城 と略す)は 、江戸時代の国名 は豊前、現在は福 岡

県北九州市に属す る。関ヶ原 の戦いで功績 を得 た細川忠興が慶長7年(1602)か ら7年 の

歳月をかけて毛利氏の小倉城 を改築 し、そ こを居城 とす る。その後、寛永9年(1632)か

ら譜代大名小笠原忠真の居城 とな り、以後、幕末まで継承す る。

小倉城の発掘調査 は、本丸及び城下町関連で進め られ 、現在の ところ約60数 次に及ぶ

調査がお こなわれている。当然、多 くの遺構 ・遺物 を検 出し、その中で良好な一括廃棄遺

構 も含む。但 し、一 ヶ所の調査区で重層的に遺物の変遷がわか るところはなく、 よって、

城下町全体でその組成を示す遺構 を選別 し、それを中心に検討す る。 また、今 回は、資料

的な制限があ り出土遺物のすべてを計測分析できなかった。計測できない資料 は実見 し、

その特徴が計測 したデー タ結果 と大差ない と考 えた資料 を採用 した。

①16世 紀末 ～17世 前期

本 時期 の良好 な資料 として室町遺跡第5地 点287号 土坑がある。産地別組成を比率の

高い順に配列す ると、上野・高取焼25%、 瓦質土器23%、 肥前陶器20%、 土師質土器12%、

中国製磁器7%、 瀬戸美濃陶器1.4%、 備前焼0.8%と 続 く(第160図)。 用途別組成は食

膳具56%、 調度具18%、 調理具15%、 貯蔵具1%で ある(第161図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは上野 ・高取焼である。器種 は食膳具 の碗 ・皿 ・鉢、調

理具の播鉢 ・片 口、貯蔵具の甕 と豊富な組成である。本産地は16世 紀末～17世 紀初頭 と
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す る小倉城新馬場跡1号 井戸の産地別組成 によると、土師質土器76.8%、 上野・高取焼19%、

肥前陶器1.3%、 瓦質土器1.2%、 備前焼0.75%、 瀬戸美濃陶器0.7%、 中国製磁器0.2%、

丹波焼0.05%と 施紬陶器 ・磁器 で高い比率 を示 し、地元産が多 く流通す ることがわかる。

器種で多いのは揺鉢で、調理具組成をみる と上野 ・高取焼43%、 瓦質土器30%、 備前焼

4%と 上野 ・高取焼が高い比率を示す(第163図)。

上野 ・高取焼 に続 くのは瓦質土器である。主な器種 は播鉢 ・火鉢で、播鉢 は先の通 り、

上野 ・高取焼 に次いで高い比率を示す。火鉢は調度具組成で65%と 多 く、前代の1号 井戸

では1%を 示 した ことか ら、本時期に増加す る。

次は肥前陶器である。食膳具の碗 ・皿を主体 とし、その組成 をみ ると肥前陶器44%、 上

野 ・高取焼31%と 高い比率である(第162図)。 室町遺跡第5地 点では本遺構以外に揺鉢 ・

甕が出土 している。傾 向 として肥前陶器播鉢は少ないが肥前陶器甕は上野 ・高取焼よ り多

く出土する。したがって、本時期の播鉢 ・甕 は近郊の産地を主に受容す ることがわかった。

土師質土器 は皿 ・焼塩壺で、本遺構 では施紬陶器 ・磁器 より低い値 であるが、小倉城新

馬場跡1号 井戸では産地別組成でもっ とも高い比率 を示 し、これ に類似す る遺構が多い。

したがって、本時期では土師質土器が産地別組成において主体であった と考 えられる。皿

はロクロ成形のみで灯火芯を残す ものが多い。

他 に中国製磁器 がある。器種は皿 ・鉢 があ り、食膳具組成 では15%と 他 の産地 と比べる

と少 ないが、磁器 は本産地のみである(第162図)。 景徳鎮窯の碗 ・皿が多いが、潭州窯

系の鉢 も出土す る。瀬戸美濃陶器 は1.4%と 少ない(第160図)。 量産 品はほとん どなく 「桃

山陶器」に分類 され る志野焼の懐石具が多 く、本遺構では織部焼灯火具が出土す る。

また、これ ら施紬陶器 ・磁器 は先 に述べた上野 ・高取焼、肥前陶器 なども食膳具が多 く

出土す る。その組成 をみ ると土師質土器16%を 省 くと、施紬陶器 ・磁器 で構成 されている

ため、これ らを主に受容 していたことがわか る。

焼締陶器 では備前焼 、丹波焼が出土す る。これ らの主な器種は揺鉢である。備前焼は16

世紀末～17世 紀初頭では播鉢以外に甕 ・壺な どが出土 したが、本遺構以外 に室町遺跡第5

地点では僅かだが出土す る。丹波焼の主な器種 は鉢で、大平鉢が出土す る。

北九州において、同じ様相 を示す遺跡 として福岡県福 岡市の博多遺跡が挙げ られる。

16世 紀末～17世 紀前期の小倉城跡の産地別組成で最 も高い比率を示す のは土師質土器

で、これに上野 ・高取焼 ・肥前陶器 などの施紬陶器 ・磁器 が続 き、焼締陶器 の比率が低い。

用途別組成は食膳具が高い比率を示 し、 これを 日用器 として受容 され る。 これ ら諸点は、
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近畿の1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡 と共通す る。加 えて播鉢 ・甕につ

いて近郊の製 品を主体 とすることも同 じであった。しか し、小倉城跡では貿易陶磁器 が5%

であるが、1都 市型遺跡では20～30%を 示 してお り、さらに、1都 市型遺跡は高級陶磁器

が突出 して高い比率 を示す例があるが、本遺跡ではみ られない。 この貿易陶磁器の比率値

はII城 下町型遺跡 でも10%を 示 し、この類型 とも異なる。その特徴を示すのは在郷町型遺

跡 と共通す る。但 し、施紬陶器 ・磁器の食膳具が50%以 上出土すること、 「桃 山陶器」に

分類 される懐石具が一定量出土す るな ど、II城 下町型遺跡の特徴 も多 く示す。 これ らの特

徴は四国の高松城跡や中国の広島城跡 と類似す ることか ら、本遺跡はII-2城 下町型遺跡

と同一類型に属す ると考 えられ る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本 時期の良好 な資料 として京町遺跡1区2号 瓦溜があ り、享保10年(1725)の 火災に

伴 う廃棄土坑である。産地別組成 を見てみると肥前磁器56.2%、 上野 ・高取焼17%、 土

師質土器11%、 備前焼5%、 京焼系陶器5%、 中国製磁器2.9%、 肥前陶器1.9%、 瓦質

土器1%と 続 く(第160図)。 用途別組成は依然 として食膳具が48%と 高 く、これ に調度

具25%、 貯蔵具19%、 調理具8%に わかれる(第161図)。

本 時期では肥前磁器が高い比率 を示す。本遺跡における肥前磁 器の出現時期 は17世 紀

前期～17世 紀中期 と考え られている・。小倉城御蔵跡10号 は17世 紀後期 の年代観 が与え

られ、その産地別組成では肥前磁器55%、 土師質土器21%、 肥前陶器17%、 中国製磁器

6%、 上野 ・高取焼1%で 肥前陶器が高い比率 を示 し(第160図)、 この時期 には主体に

なることがわかる。本遺構 では碗 ・皿な どの食膳具が多 く出土 し、その組成をみ ると肥前

磁器76%と 大半を示す(第162図)。 碗のタイプは 「くらわんか手」 と呼ばれ る量産品が

3に 対 して、有 田町で生産 された高級品1で 圧倒的に量産品が多い。その一方、皿 は有田

町で生産 された高級品3に 対 して、「くらわんか手」な どの量産品4で 、碗 と皿では様相 が

異なる。食膳具以外 には、油壺 ・香炉 ・瓶類(花瓶)な どの調度具が僅かであるが出土す る。

肥前磁器 に続 くのは上野 ・高取焼で、食膳具の皿 ・鉢 、調理具 の播鉢 ・徳利 、貯蔵具の

甕、調度具の仏花瓶、香炉な ど豊富な器種組成である。前期で高い比率 を示 した播鉢は、

調理具組成で上野 ・高取焼20%、 備前焼8%と(第163図)、 依然 として多い。貯蔵具 の

6佐藤 浩司 「肥前陶磁の流通 ・福岡 ・大分 ・熊本」『国内出土の肥前陶磁器 西 日本の流通をさぐる 第二分冊』 九州

近世陶磁学会2002年
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甕は、上野 ・高取焼36%、 土師質土器17%、 瓦質土器4%で 、これ も大きな変化 はない

(第164図)。

土師質土器 は前代 より比率が下降す る。主な器種は皿 ・焼塩壺で、食膳具組成では14

%と 前代 より比率が下が り(第162図)、 この影響 によって産地別組成での比率が低 くな

った と思われる。 また、前代で高い比率を示 した瓦質土器 も比率が下がる。 これは主製 品

である播鉢の激減 によるもので、本時期には播鉢は完全 に上野 ・高取焼が中心 となる。そ

の他 、火鉢については一定量 出土す る

備前焼は播鉢が出土す る。前代 と大 きな変化 はないが、調理具組成 をみると上野 ・高取

焼揺鉢が20%と 高い比率を示すが、備前焼8%と 僅かではあるが出土す る(第163図)。

この他、堺 ・明石焼揺鉢 も本時期か ら出現す る。他産地 と比べ ると少 ないが、地元産 を主

体 とす るなかで近畿か ら持ち込まれた意味は大 きい と考えられ る。

京焼系陶器 も本時期か ら出現す る。器種 は食膳具の碗 、調度具 の火入れ がある。 出土量

はすべて合わせて も5%と 他産地 より低 く、装飾 も色絵 に偏 ってお り、上野 ・高取焼で生

産 しない ものが流通 した と考 えられる。

肥前陶器は激減 した値であるが、土師質土器、肥前磁器 の破片数 の関係で比率が低いが、

個体数で見た場合 には20%と な り、前代 と大きな変化はない。食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理

具の播鉢で、京町遺跡II-3区4号 土坑1で は貯蔵具の甕、調度具の香炉や線香立 と豊富

な器種が出土す る。ただ、甕以外の器種は上野 ・高取焼 を上回 る比率を示 さない。 また、

寺院跡で内野山窯の皿が大量 に出土す る例 もあ り、受容によってその組成 は大 きく異なる。

本遺跡 と同 じ様相 を示す遺跡 として、福 岡県福岡市の博多遺跡がある。

本 時期の小倉城跡の産地別組成 は、17世 紀後期か ら急増す る肥前磁器 が主体 とな り、そ

れ により前代まで中心であった土師質土器が減少す る。 また、京焼系陶器、堺 ・明石焼 な

どが新たに加 わる。用途別組成は食膳具が依然 として主器種で、他 とは大差がある。揺鉢 ・

甕の主産地については、近郊の製品を受容す る。 これ らの諸点は、1都 市型遺跡、II城 下

町型遺跡 、皿在郷町型遺跡 と共通する。 しか し、1都 市型遺跡では地点の性格 によって高

級陶磁器 が突出 して高い比率 を示す例があるが、小倉城跡ではみ られない。また、皿在郷

町型遺跡 よりも高級品の割合が多 く、小倉城跡の様相はII城 下町型遺跡 と共通す る。

したがって、本時期の小倉城跡 の土器 ・陶磁器の様相はII城 下町型遺跡 と同一類型 とみる

ことができる。
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2長 崎(第159図 一6)

長崎は元亀元年(1570)の 開港以来、長崎港 を中心 として発展す る。町は、国際貿易の

唯一の窓 口であった出島か ら、北へ延びる現在の国道34号 線沿いに町屋が形成 され、町

の発展 とともに、町場化が東西に広がっていった。長崎の近世遺跡 としては、出島及びそ

れ に近接す る万才町、興善町などの近世町屋跡がある。 これ らの遺跡 からは、貿易都市を

象徴す るように貿易商品や外国の生活用具 など国際色豊かな遺物が出土 し、それがこの遺

跡の特徴 ともいえる。

計測分析は、本来な ら他遺跡 と同様に、良好 な一括資料を検討 し、遺跡の変遷 を踏 まえ、

遺物分類 しなければな らない。 しか し、資料的な制限があ り土師質土器 をはじめ他 の陶磁

器 も計測分析す ることはできなかった。そのなかで築町遺跡 ・万才町遺跡 の一部の資料 を

分析 した。ただ、 この ような状況であ りなが ら取 り上げたのは、計測できない資料 を実見

し、計測データ結果 と大差ない と考えたためである。以下に述べ る資料は、築町遺跡 ・万

才町遺跡 の分析結果で、古い時期順に変遷 を述べ る。

①16世 紀末～17世 紀前期

本 時期の資料 として築町遺跡2区12号 土坑がある。産地別組成を比率の高い順 に配列

す ると、中国製磁器76%、 東南アジア陶器14%、 中国製陶器4.5%、 肥前陶器3.5%、 瀬

戸美濃陶器1%、 上野 ・高取焼1%と 続 く組成である(第166図)。 用途別組成は食膳具

80%を 主体 とし、調理具15%、 調度具4%、 貯蔵具1%に わかれ る(第167図)。

中国製磁器 は産地別組成で もっとも比率が高い(第166図)。 景徳鎮窯 の製 品が多 く、

他に福建 ・広東周辺 の製 品もある。器種 は食膳具の碗 ・皿が主体で、その組成において76%

を示す。 この他 に小圷や調度具の合子な ども一定量 出土す る。

これに続 くのは東南アジア陶器で、器種は貯蔵具の甕 ・壺が出土する。 これ らはベ トナ

ム産の長胴壺、タイ産の壺で、いくつかのタイプに分類でき、用途は薬種容器 として流通

した もの と考えられ る。

他 に、肥前陶器の主な器種は碗 ・皿 などの食膳具で、その組成で6%と 中国製磁器 とは

大差がある。品質 は粗雑な作 りの量産品は少 なく、「桃 山陶器」に分類 され る絵唐津が多 く、

器形 も豊富である。他に調理具の播鉢、調度具の瓶類がある。 この うち播鉢は調理具組成

では本産地のみで(第169図)、 他産地はみ られない。 また、本地点か らは大甕が出土 し

てお り、貯蔵具 も肥前陶器 が主体であると考え られ る。瀬戸美濃陶器 は 「桃 山陶器」に分
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類 され る志野焼、織部焼の懐石具や茶器 で、量産品はない。

本時期 の長崎の産地別組成は、中国製磁器 を主体 とす る貿易陶磁器 が多 く、国産陶磁器

が少 ない。用途別組成は食膳具が圧倒的に高い比率で、調理具 ・貯蔵具が低い。 このよう

な諸点は、近畿の4類 型遺跡 とは共通性は少ない。 したがって、本時期の長崎の特徴は近

畿 に同類型はみ られず、独 自の土器 ・陶磁器組成を示すため、本遺跡 をV貿 易都市型遺跡

と類型する。

②17世 紀末 ～18世 紀前期

本 時期の資料 として出島和蘭商館跡2号 土坑がある。計測分析資料 ではないがその組成

は、産地別組成は貿易陶磁器が減 り、国産陶磁器が中心 となる。 この うち肥前磁器 が多 く

出土 し、これに肥前陶器、上野 ・高取焼、中国製磁器 、ベ トナム磁器 、京焼系陶器 と続 く。

用途別組成は食膳具が半数以上を示 し、調度具、調理具、貯蔵具 と続 く。

産地別組成において高い比率を示すのは月巴前磁器である。本遺跡にお ける肥前磁器の出

現 を示す資料はないが、築町1・3区 焼土1層 は寛文3年(1663)に 長崎全体 を消失 した

火災資料であ り、その産地別組成 をみ ると、中国製磁器51.2%、 肥前磁器39%、 肥前陶

器10%、 中国製陶器3.5%、 土師質土器0.5%と 続き(第166図)、 肥前磁器が出現 と同時

に高い比率 を示 し、17世 紀中期～17世 紀後期 には上昇す ることがわかった。本遺構か ら

は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調度具の化粧具 ・神仏具な どが出土す る。 この うち食膳具が主体

で、その組成でも半数近い比率を示す ことか ら、本時期 には中国製磁器に変わって肥前磁

器が食膳具の主体 となる。また、品質は有 田町で生産 された色絵や染付な どの高級食膳具

4に 対 して、長崎県波佐見周辺の諸窯で生産 された 「くらわんか手」などの量産品1と 、

本時期で も高級品が多い。

肥前陶器は肥前磁器に続 く。器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理具の播鉢 、貯蔵具の甕 ・

瓶類 、調度具の神仏具な ど豊富な組成である。食膳具は肥前磁器 に次 ぐ量比を示す。また、

本時期か ら長崎県現川焼の食膳具が含まれ る。 この他、播鉢 と甕 については、各用途別組

成で前代 と変わ らず肥前陶器が独 占す る。

上野 ・高取焼 は肥前陶器 と器種組成(甕 を省 く)が 共通す る。各器種の組成 をみると肥

前陶器 を上回るものはなく、あくまで肥前陶器 を補 う組成である。

中国製磁器 は前代 より激減す る。 この傾 向は17世 紀後期 とす る出島和蘭商館跡1号 土

坑か ら認 め られ、正保元年(1644)中 国の明清の王朝交替に伴 う内乱により中国磁器の輸

223



出が減少 したためと考え られ る。器種は皿 ・碗で、食膳具組成では肥前磁器、肥前陶器 に

続 く比率を示 し、前代 より減少する。貿易陶磁器 は他にベ トナム磁器がある。鉢が主体で、

スタンプ印で文様 を施 した製 品が 目立っ。

京焼系陶器 は本時期か ら出現す る。 出土量は他の産地 と比べ るとごく僅 かである。主な

器種 は丸碗 ・火入れな どで、色絵 を施す ものである。

本時期 の長崎の産地別組成は肥前磁器 が高い比率 を示 し、これ に施紬陶器 ・磁器が続 く。

また、肥前磁器の増加 が17世 紀 中期か らみ られた。用途別組成 は食膳具が主体で、調理

具、調度具な どが続 く。 このよ うな諸点は、1都 市型遺跡 と共通す る。 しか し、本遺跡 の

よ うに有 田町で生産 された高級品の比率や 中国製磁器 ・ベ トナム磁器などの貿易陶磁器 も

多 く出土す る地点が1都 市型遺跡で もあるが、その一方で、量産 品を主体 とす る地点 もあ

り、高級品や貿易陶磁器の受容が異なる。 したがって、本時期の長崎の土器 ・陶磁器の様

相は近畿には共通す る遺跡 はなく、V貿 易都 市型遺跡に分類す る。

3そ の他 の遺 跡

小倉城跡、長崎以外に18世 紀後期～19世 紀 中期 にかけて、い くつかの遺跡 ・遺構で計

測分析できた。 ここでは遺構 の古い順 にその結果を述べる。

① 黒崎城跡(第159図 一2)

本遺跡 は福 岡県北九州市に所在す る。本城は関ヶ原の戦いの功 により52万 石の大名 と

して筑前国に入部 した黒 田長政が福岡城築城に伴い築いた端城の一つである。 しか し、元

和元年(1615)の 一国一城令によ り城は廃城 となるが、江戸時代 は筑前長崎街道の宿場町

として整備 され る。

本遺跡では18世 紀後期以降に黒崎宿に属す る良好な資料 が多 く残 る。黒崎城跡2区2

号井戸は18世 紀後期～19世 紀前期の一括廃棄土坑である。産地別組成を比率 の高い順 に

配列す ると、肥前磁器46%、 上野 ・高取焼27%、 肥前陶器10%、 京焼系陶器6%、 土師

質土器9%、 瓦質土器1%、 備前焼1%と 続 く(第178図)。 用途別組成は食膳具61%、

調理具17%、 調度具20%、 貯蔵具2%に わかれ る(第179図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 で、食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調度具の紅皿 ・仏

飯具 ・仏花瓶 ・段重な どが出土す る。この うち食膳具組成では58%を 示 し、次 に続 く肥前

陶器18%と 大差がある(第180図)。 器種 はくらわんか手碗 が多 く、広東碗 ・筒型碗 ・小
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広東碗な ど豊富な組成である。皿 は大皿がなく深皿が主体である。品質は有 田町で生産 さ

れた高級品1に 対 して、「くらわんか手」な どの量産品3と 、量産品が多い。

肥前磁器 に続 くのは上野 ・高取焼である。器種は食膳具の碗 ・鉢、調理具は播鉢 ・土瓶、

貯蔵具は甕、調度具は瓶類 と豊富な組成である。その中で、揺鉢は肥前陶器7%に 対 して、

上野 ・高取焼55%と 大半を占める(第181図)。 また、甕 も本産地のみで65%と 多 く(第

182図)、 上野 ・高取焼播鉢 ・甕が主体である。その他、土瓶については、紬調や焼成の特

徴か らおそ らく福 岡県小石原 中野窯の製品の可能性が高い と考 えられる。

肥前陶器 は、食膳具の碗 ・鉢、調理具の播鉢、調度具の瓶類 など豊富な器種組成である。

各用途別組成をみ ると上野 ・高取焼を補 う程度 の組成である。京焼系陶器 は食膳具の碗 が

出土 し、他の産地 と比べ るとその量は少ない。装飾 ・器形は色絵 の丸碗である。

土師質土器 は皿 ・焙烙 ・規炉類が出土する。焙烙は調理具組成 で23%を 示 し、他 に肥前

陶器播鉢7%、 上野 ・高取焼播鉢55%、 上野 ・高取焼土瓶8%に 分れ(第181図)、 鍋類

は本器種のみである。 この他 に、同時期の遺構か ら備前焼徳利、堺 ・明石焼播鉢、瀬戸美

濃陶器鉢、中国在地陶器播鉢 ・甕が出土す るが少ない。

本時期 の黒崎城跡の産地別組成は肥前磁器 が高い比率 を示 し、これに施紬陶器 ・磁器 が

続 く。用途別組成 は食膳具が多 く、調理具、貯蔵具 は少 なく、食膳具 とは差異があった。

また、播鉢 ・甕な どは近郊の上野 ・高取焼 を受容 していた。 このよ うな諸点は、IV集 落型

遺跡 と共通する。 したがって、本時期の黒崎城遺跡の土器 ・陶磁器様相は、IV集 落型遺跡

と同 じ類型 と認 めることができる。

② 堅 町遺跡(第159図 一1)

本遺跡は、小倉城下町内に属 し、絵図か ら町屋が建ち並んでいた地域にあたることがわ

かっている。第1地 点33号 土坑は、陶磁器の年代観か ら19世 紀前期～幕末期の遺構 と考

えられている。

産地別組成を比率の高い順 に配列す ると、肥前磁器35%、 土師質土・器28%、 上野 ・高

取焼19%、 肥前陶・器9%、 京焼系陶・器5%、 瓦質土・器2%、 萩焼2%と 続 く(第160図)。

用途別組成は、調度具48%、 食膳具25%、 調理具18%、 貯蔵具5%に わかれ る(第161

図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。器種 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 を主体 と

し、その組成では57%と 高い比率を示す(第162図)。 また、調度具は化粧具の 白磁紅皿、
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水滴 ・水注な どの文具 も出土す る。ただ、肥前磁器 と分類 した 中には、 この時期に小倉城

近郊 で開窯 した磁器窯の製 品も含む と考え られ る。

土師質土器 は皿 ・焙烙 ・甕 が出土 し、この うち甕は貯蔵具組成で90%を 示す(第164

図)。 器形 ・口縁部の形状か ら 「佐野焼」 と考 え られ る。小倉城跡でも17世 紀後期 ～18

世紀前期は18%出 土 してお り、本時期にはさらに増加す ることがわかる。

上野 ・高取焼は、食膳具は碗 ・鉢、調理具は播鉢 、調度具の神仏具 ・瓶類な ど:豊富な器

種組成である。食膳具組成 をみると肥前磁器57%、 土師質土器15%、 肥前陶器10%、 京

焼系陶器9%、 萩焼5%、 上野 ・高取焼4%と(第162図)、 上野 ・高取焼の出土量は少

ない。主体 となるのは揺鉢で、調理具組成をみ ると本産地のみである(第163図)。 また、

同時期の遺構 か らは堺 ・明石焼播鉢が出土す るが、ごく僅かである。 この他に神仏具 ・瓶

類がある。

肥前陶器 は食膳具、貯蔵具があ り、その出土量は少ない。京焼系陶器は食膳具の丸碗が

出土す る。同時期の33号 土坑4で は、調理具の土瓶 ・鍋類 などがみ られ る。 この うち土

瓶 ・鍋類は京焼系陶器以外のものも出土す る。煮沸具の鍋類 は上野 ・高取焼で生産 されて

お らず、福岡県小石原中野窯の製品の可能性が高いが断定はできない。瓦質土器は火鉢で

ある。調度具組成 をみると比率は低いが(第165図)、 多器種み られ るなかで一定量は出

土する。

堅町遺跡 の土器 ・陶磁器 の様相は、先の述べた黒崎城跡2区2号 井戸 と共通す る。した

がって、小倉城の町屋 の土器 ・陶磁器様相 は、IV集 落型遺跡 と同一類型 と認めることがで

きる。

③ 西 中野遺跡(第159図 一5)

佐賀県佐賀市に所在する。佐賀城の北東 に位置す る中世～近世の複合遺跡で、近世は農

村集落跡 と考え られている。19世 紀代 に属す るい くつかの遺構を計測分析す ることができ

た。 ここではその中で、19世 紀前期～19世 紀 中期の資料を検討す る。

本時期 の良好な資料 としてSK3002が あ り、遺構の性格は廃棄土坑である。産地別組成

は肥前磁器37%、 土師質土器22%、 瓦質土器20%、 肥前陶器18%、 京焼系陶器3%が 続

く(第172図)。 用途別組成 は調度具44%、 食膳具38%、 調理具16%、 貯蔵具2%に わ

かれる(第173図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。主な器種は食膳具で、その組成 をみ
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ると肥前磁器78%、 京焼系陶器10%、 土師質土器8%、 肥前陶器8%と 他の産地 と大差

がある(第174図)。 碗の器形 は端反碗、「くらわんか手」な どで、蓋を伴 うものは少 ない。

食膳具は他に皿 ・猪 口 ・小圷がある。品質 は波佐見周辺で生産 された 「くらわんか手」な

ど量産品4に 対 して、有 田町で生産 された染付 ・赤絵の高級 品1と 、量産品が多い。食膳

具以外に調度具の化粧具が少量出土す る。

肥前磁器 に続 くのは土師質土器で、器種は皿 ・焙烙 ・規炉類 ・ミニチュア土製 品である。

これ らは胎土の色調、成形か ら在地産 と考 えられ る。皿 は灯火芯 を残す ものが多 く、調度

具組成では灯火具はこれのみである(第177図)。 焙烙 は調理具組成 をみると、土師質土

器焙烙16%、 月巴前陶器揺鉢28%、 肥前陶器行平27%、 肥前陶器土瓶24%と あ り一定量出

土する(第175図)。 焙烙は18世 紀代の出土量は少な く、 この時期か ら増加す る。

瓦質土器は火鉢 ・規炉類が出土す る。本遺構 では これ らの破損が著 しいため産地 ・用途

別組成で高い比率を示すが、個体数では次 の肥前陶器を下回 り、調度具の比率も食膳具よ

りも低い。但 し、調度具組成 においての比率は提示す るよ うに半数近い数値 を示す と思わ

れ る。

肥前陶器 は、食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理具の播鉢 ・土瓶 ・土鍋 ・徳利、貯蔵具の甕、調

度具など豊富な器種組成である。この うち調理具は、その組成で51%を 肥前陶器の煮沸具

が占める(第175図)。 徳利 は1升 瓶 タイプが 目立つ。

また、肥前陶器 ・肥前磁器 については、製品の特徴か ら、陶器 は武雄や嬉野、磁器は有

田 ・波佐見の製品 と共通するが、紬調や文様の特徴 などか ら肥前以外 の同 じ技術的系譜 を

引く製品の可能性 が高い と考 えられ る。特 に、肥前陶器 の土瓶や鍋類 は福 岡県小石原 中野

窯の製品 と類似す る。他に京焼系陶器は色絵の半球碗が僅かに出土す る。

西中野遺跡 の産地別組成 は肥前磁器が高い比率を示 し、これ に肥前陶器 が続 く。用途別

組成 では食膳具が高い比率を示 し、他の器種 とは大差がみ られた。加 えて揺鉢 ・甕 は遺跡

近郊 の肥前陶器 を主 に受容 していた。 このよ うな諸点は、IV集 落型遺跡 と共通 し、

西 中野遺跡の土器 ・陶磁器 の様相 は、IV集 落型遺跡 と同一類型に属す るとみ ることができ

る。

第4節 四 国 ・中 国 ・北 九 州 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

近畿以外の西 日本の うち20遺 跡を分析 した結果、II城 下町型遺跡、II-2城 下町型遺

跡、IV集 落型遺跡 、IV-2集 落型遺跡、V貿 易都市型遺跡の5類 型に分類できた。本節で
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は、 これ ら遺跡の特徴を改めて比較検討 し、西 日本の土器 ・陶磁器 の様相 を明 らかにした

い。

16世 紀末～17世 紀前期 にかけて西 日本に分布す るのは11-2城 下町型遺跡(高 松城跡、

徳島城下町跡 、広島城跡、米子城跡、小倉城跡 など)、IV-2集 落型遺跡(東 山崎 ・水 田遺

跡、土井遺跡)、V貿 易都市型遺跡(長 崎)の3類 型である。産地別組成は3類 型 とも異 な

る。r【-2城 下町型遺跡は土師質土器を主体 とし、これ に肥前陶器を中心 とす る施紬陶器 ・

磁器 が続き、焼締陶器 の比率が低い。r▽-2集 落型遺跡では土師質土器 を主体 とすること

はII-2城 下町型遺跡 と共通す るが、施紬陶器 ・磁器 の比率が極端に低い。 これ ら2類 型

は量比に大差はあるものの、国産陶磁器を中心 とす るのに対 して、V貿 易都市型遺跡は中

国製磁器や東南アジア陶器 な どの貿易陶磁器 を主体す る組成 を示す。

3類 型の用途別組成を見てみ ると、食膳具が高い比率を示す ことは、II-2城 下町型遺

跡、V貿 易都市型遺跡 とは概ね共通す る。食膳具の中心はII-2城 下町型遺跡では肥前陶

器、V貿 易都市型遺跡 では中国製磁器で、産地 は異 なるが両類型遺跡では施紬陶器 ・磁器

を 日用器 として受容 した と考 えられ る。その一方、IV-2集 落型遺跡 は食膳具が少 なく、

調理具 ・貯蔵具 を中心 とすることか ら、本類型遺跡では食膳具を 日用器 としての受容は少

なかった と考え られ る。

施紬陶器 ・磁器の うち中国製磁器や朝鮮王朝陶磁器、東南アジア陶器な どの貿易陶磁器

の全体量 に対す る比率は、V貿 易都市型遺跡 では94.5%を 示すが、II-2城 下町型遺跡

5%台 、r▽-2集 落型遺跡1%未 満であ り、受容量が大きく異なる。但 し、貿易陶磁器以

外の国産の高級品である 「桃 山陶器」 に分類 され る絵唐津や瀬戸美濃陶器 などの懐石具や

茶器は、IV-2集 落型遺跡 ではほ とん ど出土 しないが、V貿 易都市型遺跡5%、II-2城

下町型遺跡3%を 示 し、国産の高級陶器 についてはV貿 易都市型遺跡 とII-2城 下町型遺

跡では貿易陶磁器 ほどの大差 はみ られないことがわかった。

焼締陶器 は3類 型 とも、主製 品は播鉢 ・甕であった。産地は近郊に窯場 がある場合はそ

れ を主に受容 し、なければ広域流通品である備前焼が流通 してお り、これ については類型

に関係な く差異がなかった。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至ると、上記の3類 型に新たにII城 下町型遺跡が加 わる。

その状況は、II-2城 下町型遺跡 は広島城跡、米子城跡、小倉城跡な どは引き続きこれ に

属するが、高松城跡、徳島城下町跡な どが本時期か ら11城 下町型遺跡変わっている。IV-

2集 落型遺跡 は田代遺跡、中間西坪遺跡、小籠遺跡、香川県高松市の空港跡地遺跡 、四 日
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市遺跡、V貿 易都市型遺跡 は本時期 も長崎が属す る。

産地別組成 を見てみると、肥前磁器 が高い比率を示 し、これ に施紬陶器 ・磁器、土師質

土器 が続き、焼締 陶器 の比率が低い点 は、11城 下町型遺跡、II-2城 下町型遺跡、V貿 易

都市型遺跡 とも同 じで、本時期には11-2城 下町型遺跡 とV貿 易都市型遺跡が共通す るよ

うになる。

肥前磁・器の増加す るのはV貿 易都市型遺跡 が17世 紀中期～17世 紀後期、II城 下町型遺

跡 とII-2城 下町型遺跡では17世 紀後期で、これ については若干の受容 による時期差が

み られた。一方、IV-2集 落型遺跡の産地別組成は、土師質土器が高い比率だが、肥前陶

器 ・肥前磁器 が多 く出土 し始 めるが、依然 として焼締陶器 も一定量出土 し、先 に述べた3

類型遺跡 とは施紬陶器 ・磁器 の出土量が少 ない。加 えて肥前磁器の増加はみ られず 、その

傾向がみ られるのは18世 紀 中期 を待たなければな らない。

また、京焼系陶器や堺 ・明石焼、中国在地陶器な どの新産地の出現期は、IV-2集 落型

遺跡以外の3類 型 では本時期 には出現 してお り、 よって、II城 下町型遺跡、II-2城 下町

型遺跡、V貿 易都市型遺跡 の3類 型遺跡 とIV-2集 落型遺跡では陶磁器受容が遅れる傾 向

が認 められた。

用途別組成は食膳具が大半で、調理具、調度具が続き、貯蔵具が僅 かに出土す る。 この

諸点は、r【城 下町型遺跡、II-2城 下町型遺跡、IV-2集 落型遺跡、V貿 易都市型遺跡 と

も類似する。主体 となる食膳具組成は、IV-2集 落型遺跡以外の3類 型遺跡は肥前磁器 が

50%以 上を占める。一方、IV-2集 落型遺跡は肥前陶器 が主体であ り、他の3類 型遺跡 と

は 日用器 の主産地が異なっていた。

陶磁器 の高級 品であるが前代では中国製磁器や 「桃山陶器」 と呼ばれ る懐石具や茶器 で

あったが、17世 紀後期～18世 紀前期では有 田町で生産 され た染付 ・色絵 などの高級食膳

具が各地で出土す る。量産品 との割合 は、V貿 易都市型遺跡では高級 品4に 対 して量産品

1、11城 下町型遺跡では高級 品2に 対 して量産 品3、11-2城 下町型遺跡では高級 品1に

対 して量産品3、IV-2集 落型遺跡では量産品が中心 と、各類型 によって高級 品の割合が

異な る。揺鉢 ・甕の主産地にっいては、4類 型 は共通 して近在の産地がその市場を独 占に

す る様相を示 していた。

18世 紀後期～19世 紀前期 の西 日本では、II城 下町型遺跡、II-2城 下町型遺跡 に属す

る遺跡は前代 と変化がない。 また、IV-2集 落型遺跡は本時期にはみ られず、新たIV集 落

型遺跡が出現す る。前代にIV-2集 落型遺跡に分類 した四 日市遺跡、小籠遺跡 、空港跡地
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遺跡 がIV集 落型遺跡 とな り、新たな遺跡 として津和野城下町祇園町遺跡、黒崎城跡 、堅町

遺跡 などが加 わる。

産地別組成を見てみる と、肥前磁器が高い比率を示 し、これに施紬陶器 が続 き、土師質

土器 は前代 よ り減少する組成 は3類 型 とも類似す る。用途別組成で食膳具 ・調理具が高い

比率であることも同 じで、この うち食膳具組成で肥前磁器が50%以 上を示す ことも共通す

る。

本 時期でも有 田町で生産 された高級品や貿易陶磁器が各地で出土する。II城下町型遺跡 、

II-2城 下町型遺跡では高級 品2に 対 して量産 品3で 、前代ではII城 下町型遺跡の方が高

級品の割合が多かったが、本時期 には両類型に差異がな くなる。IV集 落型遺跡 では高級 品

1に 対 して量産品4を 示 し、他の類型 と比べて高級品の受容が少 ない。

また、京焼系陶器の受容様相が3類 型で異なる。r【城下町型遺跡では京焼系陶器 の煮沸

具が増加 し、用途別組成において調理具が食膳具 と近接 した比率を示す。 しか し、II-2

城下町型遺跡 、IV集 落型遺跡では京焼系陶器 の煮沸具は出土す るが、後者 ほどその比率は

低 く、さらに京焼系陶器の煮沸具の増加 と連動す ると考えられ る土師質土器の規炉 ・火鉢

の出土量 も僅 かで、受容が少 なかった と考 えられ る。

以上、四国 ・中国 ・北九州の土器 ・陶磁器 の産地別組成、用途別組成 を比較検討 し、近

畿以外の西 日本では近畿にはみ られないII-2城 下町型遺跡、IV-2集 落型遺跡、V貿 易

都市型遺跡が存在す ることが明 らか となった。また、近畿に多 くみ られたII城 下町型遺跡

が17世 紀後期～18世 紀前期に四国で現れ、18世 紀後期～19世 紀前期にはIV集 落型遺跡

が西 日本の各地で出現 していた。
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第4章 西 日本における土器 ・陶磁器流通

は じめ に

西 日本の近世遺跡か ら多量の土器 ・陶磁器 が出土す る。 これ らの出土状況は遺跡 によっ

て異な り、そのため土器 ・陶磁器流通 も相違があることが想定できる。

そ こで西 日本の近世遺跡か ら出土 した土器 ・陶磁器を計測分析 し、その産地別組成 ・用

途別組成 と分布状況 を比較検討 した結果、土師質土器は陶磁器 とは異なる流通 であること

がわかった。 さらに陶磁器流通は5類 型に分類できた。 ここではその類型 ごとに陶磁器流

通 を述べ、土師質土器 の流通 について別節で検討す る。

第1節 西 日本 に お け る 陶 磁 器 流 通 の 特 徴

西 日本の近世遺跡か ら出土 した陶磁器 を計測分析 し、その産地別組成、用途別組成、各

生産地の分布状況を比較 した ところ、陶磁器流通は以下の

① 西 日本 を広域に流通するもの(広 域流通)

② 複数の国を跨いで中規模 に流通す るもの(中 規模流通)

③ 生産地 を中心に小規模 に流通するもの(小 規模流通)

④ 受容の 目的によって本来の流通圏を越 えて特定の器種が流通す るもの(嗜 好品流通)

⑤ 内容物の受容 によって流通す るもの(内 容物による流通)

5つ に分類できた(以 下、各類型 について流通①、流通②略す)。 ここでは5類 型の流通 の

特徴 と生産地での状況 も含 めて検討す る。

1広 域 流 通 につ い て

16世 紀末～17世 紀前期の西 日本の遺跡 を見てみると、産地別組成 は備前焼、瀬戸美濃

陶器 、肥前陶器、肥前磁器 な どが共通 して多 く出土す ることか ら、 これ らが流通① に属す

ると考 えられる。 これ ら産地 は量比に差異があるものの器種組成 は、備前焼は播鉢 ・甕、

瀬戸美濃陶器 、肥前陶器、肥前磁器な どの施紬陶器 ・磁器 は碗 ・皿な どの食膳具が概ね共

通 して出土する。 したがって、本時期の陶磁器流通は流通①が中心 とみ ることができる。

さらに、各地の月巴前陶器(第190～192)・ 肥前磁器 の出現状況みると(第193～195図)、

初期 とされ る岸岳系肥前陶器や初期伊万里の分布は近畿に多 く点在 し、増加時期 も大坂城

跡、堺環濠都市遺跡、奈良町遺跡、京都な どの近畿の大都市では他の遺跡 よ り早い。 した
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がって、本時期の陶磁器流通 は近畿の大都市を中心 に展 開していた と考 えられ る。

この状況は窯跡 の調査で も確認でき、備前焼、瀬戸美濃陶器、肥前陶器 などで、16世 紀

末～17世 紀初頭に窯の規模 が拡大 し、これ に伴 って窯構造にも変化がみ られ る。備前焼 は

16世 紀後期までは全長40m以 内であったものが、16世 紀末～17世 紀初頭 に至ると45m

以上に拡大する・。さらに、規模拡大に伴って天井を支 える円柱の大 きさも拡大 し、製品に

よって厘鉢や焼台を使用するなどの改良が行われ る。 これは瀬戸美濃陶器や肥前陶器でも

同様 で、17世 紀初頭に月巴前陶器 は横狭間式の連房式登窯・、瀬戸美濃陶器でも連房式登窯

が導入 され る・。これ ら産地の窯構造の変化は、陶磁器 の受容増大 に伴 うことは一 目瞭然で

ある。

製 品の組成は生産地によって時期差がある。備前焼や瀬戸美濃陶器 は、16世 紀末にはこ

れまでの主製 品に加 えて、食膳具の器種増加や特別注文品と考 えられる懐石具 ・茶 器が生

産 され る。肥前陶器は少 し遅れ、食膳具を中心に器形及び生産量も増 える。 この時期は胎

土 目積み生産が盛 んになる1600年 以降である。肥前磁・器は先の産地 とは様相 が異なる。

開窯時は陶器 と併用 して焼成 されたため規模 の拡大や窯構造に大きな変化はない・。ただ、

寛文14年(1637)の 窯場整理 ・統合後は生産体制が整 ったためか、それ以前 と後では生

産量が異な り、統合後には増加 し、品質 も改良され る。 このよ うに生産地の状況か らも消

費地での受容増加 に伴い、窯 の改 良 ・規模拡大が行われ る。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至ると、備前焼、瀬戸美濃陶器は限られた地域で出土 し、

本類型には属 さな くなる。その一方で肥前陶器、肥前磁器の食膳具は依然 として西 日本で

広域 に出土 し、これ らが前代 に引き続 き流通① に属す る。

この うち肥前磁器 は近畿の遺跡 に多 く出土す るが、それ以外の地域 は城下町跡に集 中す

る(第195図)。 増加過程 も大坂城跡や京都 などでは17世 紀 中期か ら産地別組成で増加 し

始 め(第2・21図)、 大量 に流通 した ことがわかる。 これ は明石城武家屋敷跡(第81図)

や伏見城跡(第21図)な どの城下町跡では17世 紀後期、伊丹郷町遺跡(第14図)は17

世紀後期～18世 紀前期、中百舌鳥遺跡(第55図)な どの集落跡 では18世 紀前期 に遅れ

1石 井 啓 「生産⑦ 備前」『江戸時代のやきもの 一生産と流通 一』記念講演 ・シンポジウム資料集 財団法人瀬戸市

文化振興団埋蔵文化財センター2006年
2大 橋康二 『肥前陶磁』考古学ライブラリー55ニ ュー ・サイエンス社1989年

3藤 澤良祐 「瀬戸 ・美濃登窯製品の生産と流通」『江戸時代のやきもの 一生産と流通 一』記念講演 ・シンポジウム資料

集 財団法人瀬戸市文化振興団埋蔵文化財センター2006年
4村 上伸之 「生産② 肥前 肥前 一生産に関わる技術の成立と展開を中心に 一」『江戸時代のやきもの 一生産 と流通 一』

記念講演 ・シンポジウム資料集 財団法人瀬戸市文化振興団埋蔵文化財センター2006年
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て増加 し、18世 紀前期 には大坂城跡 と比率値が類似す るまで増える。近畿以外で も小倉城

跡(第160図)や 広 島城跡(第115図)な どで17世 紀後期か ら増加す るが、それ以外 の

遺跡 では四 日市遺跡(第121図)の 状況が示す よ うに産地別組成では依然 として肥前陶器

が主体で、近畿の ような肥前磁器の増加傾 向がみ られない。 したがって、近畿以外 の地域

では広域に流通はす るものの都市部に限 られ、17世 紀後期～18世 紀前期 においても近畿

の大都市を中心に、城 下町か ら集落に至るまで大量 に流通 した ことがわかる。

この状況 を月巴前磁器の窯跡で見てみると、17世 紀初頭 までの窯跡では焼成室の規模は横

幅 ・奥行は3m以 内の ものが多かったが、17世 紀前期～中期 にかけて山辺 田1号 窯跡では

横幅3m程 度、奥行2～3rnと 窯の規模拡大のためか平面形が方形か ら長方形 に変わ り始

める・。また、装飾 も古九谷様式にみ られる色絵技術 を始め とする中国技術の導入が行われ、

品質の高い製 品を大量に生産す ることが可能 となる。 これは中国の明清の王朝交替に伴 う

内乱による中国製磁器 の輸出が減少 した ことによ り、それに替わる製 品としてアジア、 ヨ

ー ロッパ各地へ輸出され るようになったためである。 しか し、貞享元年(1684)の 清朝の

国内統一によ り、海外貿易が解禁 され るとその状況 は一変 し、次第に海外への輸出量は減

っていく・。

17世 紀後期～18世 紀前期の窯跡をみ ると、窯構造は規模 がさらに拡大 してお り、海外

輸出の減少による打撃は大きかったが、市場を国内に転 じた。窯跡では品質の分業化 し、

有 田町では高 ・中級品、長崎県波佐見町周辺では中級品か ら量産 品の生産を行 っている。

これ ら量産品を主に生産する窯跡の登場は、明 らかに庶民層 向けの市場 を狙 う意図があっ

たと察 しえ、これ は市場を海外 から国内に移行 した現れ とみ ることができる。したがって、

17世 紀 中期～18世 紀前期に近畿 を中心にみ られた肥前磁器 の増加は、生産地で もそれ を

ターゲッ トとして生産体制を整えさせた ことと一致す る。

18世 紀後期～19世 紀前期 に至ると、肥前磁器 の分布圏はさらに広がる(第195図)。 前

代では近畿以外の地域では小倉城跡や広島城跡 などの城下町跡に集中 したが、四 日市遺跡

や小籠遺跡な どの町屋跡や集落跡で も、産地別組成で肥前磁器の比率が50～60%ま で上昇

す る。その主体なのが 「くらわんか手」 と呼ばれ る量産 品の碗 ・皿で、 これが広域 かつ大

量 に流通 した ことがわかる。また、大坂城跡や京都 などの近畿の大都市や 明石城武家屋敷

跡な どの城下町では調度具は前代か ら一定量出土 したが、本時期 には伊丹郷町遺跡や兵庫

5有 田町教育委員会 『有田の古窯 一町内古窯跡群詳細分布調査報告書 第11集 一』1998年

62と 同 じ。
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津遺跡な どの町屋や 中百舌鳥遺跡な どの集落遺跡でも神仏具 ・化粧具などの受容が増 え、

近畿では食膳具以外の流通量 も増 える。 しか し、近畿以外の地域では城下町跡では近畿 と

同 じ様相であるが、それ以外の遺跡で調度具が増加す るのは19世 紀中期 まで待たなけれ

ばな らない。

肥前磁器の窯場でも18世 紀前期 と比べると、窯の分布圏がさらに広が りをみせ 、窯も

さらに拡大 し、量産品を主に生産する波佐見町の長与皿 山窯跡では全長115m、 焼成室約

25室 にも及ぶ ものが登場す るな ど・、生産規模が さら拡大 したことがわかる。また、 これ

ら量産品を生産す る窯跡では、タコハマを使用 した天秤積みが導入 され一度に大量の製 品

を生産することが可能 となる。 これは言 うまでもな く、本時期に近畿以外 の町屋跡や集落

跡 に至 るまで月巴前磁器 の受容が拡大 した影響によると考えられ る。

このよ うに、流通①は16世 紀末～17世 紀前期は多産地み られたが、それ以降は肥前陶

器 ・肥前磁器 の食膳具が主体であった。 これ らの拠点は江戸時代 を通 して大坂城跡や京都

などの近畿の大都市 を中心 とし、17世 紀後期以降は大都市周辺の城下町か ら集落を含む近

畿全体 を主 とし、西 日本へ流通が展開 された と考え られ る。

2中 規 模 流 通 につ い て

本類型に属す るもの として肥前陶器、堺 ・明石焼、京焼系陶器 がある。 まず は肥前陶器

の調理具、貯蔵具が挙げ られ る。主な器種 は播鉢 と甕である。その分布圏をみると日本海

沿いの遺跡 を中心に出土 し(第197図)そ の状況は小倉城跡(第160図)や 博多遺跡 では、

播鉢 は上野 ・高取焼が独 占す るが(第163図)、 甕は両遺跡 で肥前陶器が40%と 高い比率

を示す(第164図)。 中国地方の 日本海沿いに位置す る米子城跡では播鉢 は肥前陶器播鉢

71%、 中国在地陶器播鉢18%(第130図)、 甕については肥前陶器81%と 大量に流通 し

たことがわかる(第131図)。

これ ら地域の中世では備前焼の揺鉢 ・甕が主体であったが、16世 紀末～17世 紀前期 に

は肥前陶器に主体が移行 された ことになる。 この要因の一つ としては、武雄市甕屋4号 窯

跡の発掘調査で播鉢 ・甕な どを専業的に焼かれていた ことがわかってお り、本時期 には大

型製 品の大量生産が整 った ことになる・。さらに、肥前陶器 の食膳具が 日本海を利用 した東

回 り航路で多量 に日本各地へ流通 された ことが各遺跡の出土状況か らわかってお り、おそ

7中 野雄二 「江戸後期における波佐見諸窯と長与皿山窯の磁器生産」『江戸後期における庶民向け陶磁器の生産と流通

九州編』第16回 九州陶磁学会 資料 九州陶磁学会2006年

8東 中川忠美 「陶器の編年4 .壷 ・甕」『九州陶磁の編年 九州近世陶磁学会10周 年記念』九州陶磁学会2000年
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らくそれ と共に流通 された可能性が高い と思われ る。また、広島城跡では18世 紀前期 ま

で播鉢 ・甕の中心であることか ら(第118・119図)、 中国地方の瀬戸 内海沿いの遺跡 でも

その流通圏が及んでいたことがわか る。

次に18世 紀前期以降に各地で出現す る堺 ・明石焼播鉢であるが(第198図)そ の状況

を見てみると地元近畿はもちろんの こと中国 ・四国 ・北九州 の瀬戸内海沿いの遺跡 を中心

に分布することか ら、海上交通を利用 して運ばれたことがわか る。その出土状況は、各地

で出現 と同時期 に高い比率を示 し、 さらに備前焼や丹波焼、信楽焼、上野 ・高取焼などの

生産地に近い遺跡 でも出土す る。 出土遺物か ら価値的な立証 は難 しいが、他産地の播鉢 と

比べると、焼成温度が低いためか軟質であ り、作 りも粗雑である。そのため低価格 で販売

されたと想定でき、それに よって他産地 と競合でき、市場 を広げていったのではないだろ

うか。

最後 に京焼系陶器の状況は、18世 紀前期以降に近畿 ・四国 ・中国 ・北九州の瀬戸内海沿

いの遺跡 で調理具の土瓶 ・土鍋類が流通す る(第199図)。 この うち近畿は18世 紀中期以

降急速に増加 し、 この影響によ り産地別組成で肥前磁器 と拮抗す るほ ど高い比率を示す。

また、近畿以外の地域でも土瓶 と灯火具が高松城跡 ・広 島城跡な どの城下町跡 で多 く、そ

の状況は近畿ほどではないが、肥前磁器 に次 ぐ高い比率を示す。その一方で町屋跡や集落

跡での例が少ないのが特徴で、瀬戸内海沿いの城下町跡 を中心に展開 していたことがわか

る。 これ ら以外 に色絵碗 もある。色絵碗は煮沸具や調度具 より広域に出土例がみ られ(第

200図)中 国の 日本海側の遺跡や佐賀県の西中野遺跡や長崎などで も出土す る。また、京

焼系陶器 の出土状況は肥前陶器や堺 ・明石焼 と異な り、近畿では地域や遺跡の性格 に関係

なく出土す るが、それ以外の西 日本での主な流通先は城下町跡や長崎に集 中し、肥前陶器 ・

堺 ・明石焼 とは違 う流通が察 しえる。

京焼系陶器碗 については、碗の用途 と関係す ると考え られ る。長佐古真也氏の研究では

京焼系陶器は喫茶碗 として使用 された可能性が高い と述べ られてお り・、出土状況は喫茶習

慣の浸透 とも関係す るのではないか と思われ る。近畿以外の地域で土鍋は流通せず土瓶 が

多 く出土す ることからもそれ を裏付け、セ ット関係 にあった とも推測きる。

これ に関係す るのが火鉢 ・規炉である。土瓶 は絵図や文献資料 から竃や 囲炉裏での使用

よ りは火鉢や規炉などで煮沸 され る例が 目立っ。また、出土遺物の土瓶の底径 と規炉 ・火

鉢の火 口径、器高に適応関係がみ られ、双方に製作過程か ら合致す るよ うに作 られたと考

9長 佐古真也 「日常茶飯事のこと一近世における喫茶習慣素描の試み 一」『江戸文化の考古学』吉川弘文館2000年
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え られている・・。火鉢や規炉 は竃や囲炉裏の ように一定の場所 を要せず とも使用 できる。

特 に農家 と違い都市部では大 きな屋敷で竃を要す ことは可能であるが、 中小規模の屋敷 は

小規模 もしくは共同で設置 され る場合が多い。ただ、江戸 中期か ら後期に至 ると大坂や京

都な どの大都市では人 口増加 により長屋のよ うな小規模 な屋敷が増えた ことによ り火鉢や

規炉が普及 したことが出土遺物の量比か らも明 らかである。 また、近畿では土瓶以外に土

鍋 も多 く出土す る。それは酒 の庶民化、料理のバ リエーシ ョンが増えた ことが江戸後期 の

料理本か ら窺え、土瓶 ・土鍋類な どの調理具の急増 はそれ とも関係すると考 えられる。

このよ うに、京焼系陶器 の碗 ・煮沸具は近畿を中心に西 日本の城下町に多 く流通 し、集

落で少ないのは都市的な生活習慣の受容の違いによって流通差が現れた と思われ る。

3小 規 模 流 通 につ い て

本類型に属す るもの として、16世 紀末～19世 紀前期 にみ られる信楽焼、丹波焼、上野 ・

高取焼、18世 紀前期に出現す る中国在地陶器、京焼系陶器がある。これ らは生産地を中心

に近隣数国に流通す る(第201図)。 その分布圏を見てみ ると、丹波焼、信楽焼の窯場が

ある近畿では、丹波、摂津、河内、和泉な どの瀬戸 内海沿いは丹波焼 が中心で、信楽焼 は

山城 、大和、近江などに広がってい る。丹波焼、信楽焼 の出土状況は類似 し、主な製品は

揺鉢 ・甕である。伊丹郷町遺跡 を例 にあげると、本遺跡 は丹波焼の生産地に近いためか16

世紀末以前か ら一定量出土す る。16世 紀末～17世 紀前期は第51次B-2-1区SK479

をみると播鉢組成 は丹波焼100%、 甕組成は備前焼100%と 器種 によって産地が異 なる(第

17・18図)。 同時期 の第97次D-7区SK622で は播鉢組成は備前焼80%、 丹波焼20%、

甕組成は丹波焼75%、 備前焼25%と あ り、両産地が競合 している。それが17世 紀中期～

17世 紀後期 とす るSK66で は播鉢 ・甕 とも丹波焼のみ となる。播鉢は18世 紀前期まで、

甕は19世 紀前期 まで続 き、それ に加 えて揺鉢 ・甕以外 の製 品も一定量出土す る、この状

況は窯場周辺の遺跡では類似 した様相 を示す。

このよ うに17世 紀前期までは備前焼 と競合 したが、17世 紀中期以降にはその市場 を独

占することか ら、本時期には広域流通品を受容す るのではな く、近隣の産地でその受容 を

満たせた現われ とみ ることができる。その背景の一つ として、生産地での変化 もあると思

われる。

10日下正剛 「問題提起 ・徳島」『第5回 四国城下町研究会 四国と周辺の土・器II一 火鉢 ・規炉類にみる

流通と生活形態 一』発表要旨 ・資料集 四国城下町研究会2003年

236



信楽焼は16世 紀末～17世 紀初頭 とす る宮町三一一号窯跡 の発掘調査で、窯構造は双胴

式の害窯であることがわかっている・・。それが17世 紀前期 と考 えられる牧101号 窯跡 の踏

査で、有段斜挟間の登窯 とわか り、 この時期に登窯が導入 された と考えられ る。丹波焼 も

16世 紀 中期～17世 紀代 に操業 した下立杭古窯で トレンチによる確認調査が行 われ、17世

紀前期～17世 紀中期 に害窯か ら単室登窯に変化 し、 さらに、17世 紀中期以降には床 を張

り直 し、火床 を設 けるなどの窯構造に変化する・2。この ような登窯 を導入 した ことによ り、

品質のよいものを安定 して生産す ることが可能 となった と思われ、17世 紀 中期以降に消費

地でみ られ る状況は、広域流通品でな く近郊の製品でその受容に対応で きるようになった

と見ることができる。

一方
、上野 ・高取焼 は江戸時代を通 して、18世 紀前期 に出現す る中国在地陶器な どは揺

鉢 ・甕が多 く出土す るが、碗 ・皿 などの食膳具や灯火具や神仏具 などの調度具 まで豊富な

製品がみ られ、丹波焼、信楽焼 とは器種組成が異なる。上野 ・高取焼、 中国在地陶器の分

布圏を見てみると(第201図)、 前者は北九州 を中心 とし、中国の周防、安芸 に広がる。

一方
、中国在地陶器は中国地方の 日本海側 を主体 とし、周防、安芸な どの瀬戸内海沿いの

遺跡 でも出土す るが、備後、備 中、備前な ど備前焼の窯場に近接す る地域 には及んでいな

い。

上野 ・高取焼、中国在地陶器 の出土状況 は類似 し、揺鉢 ・甕が主に流通す る。小倉城跡

を例 にみると、17世 紀後期～18世 紀前期 とする京 町遺跡1区2号 瓦溜では(第163～166

図)、食膳具は5%(皿2%、 鉢3%)、 調理具85%(播 鉢20%、 瓶65%)、 貯蔵具は36%

(壺)、調度具15%(壺5%、 神仏具10%)と 、流通 の主体が調理具 ・貯蔵具である。上

野 ・高取焼の周辺遺跡 でも16世 紀末までは備前焼が多 く出土 していた。 しか し、16世 紀

末以降、本産地が開窯す ると産地周辺で上野 ・高取焼が増加 し始め、17世 紀中期には高い

比率を示す。 したがって、丹波焼や信楽焼 と同様に窯場近郊で、その市場 を確保 したと考

えられ る。また、上野 ・高取焼は調理具 ・貯蔵具だけではな く多種の製品も流通 したこと

が小倉城跡の状況からもわかる。 この様相 は中国在地陶器 も同じである。

京焼系陶器 は、先の産地 と主製品が異なる。流通② に属す る碗 ・煮沸具以外に、灯火具 ・

文具 ・神仏具な どの調度具も出土す る。伊丹郷町遺跡 を例に挙げると、17世 紀後期～18

世紀前期 とする第165次 調査焼土1の 産地別組成では京焼系陶器0.8%と 僅かで(第14

・・畑中英二 『信楽焼の考古学的研究』サンライズ出版2003年

・2篠山市教育委員会 『下立杭古窯範囲確認調査概要報告』2004年
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図)、食膳具の碗が出土す る(第16図)。 続 く第123次D-7区SK102は18世 紀前期～

18世 紀 中期 の遺構では、産地別組成で2%と 比率 を上げ、前代か ら出土 した碗に加 えて、

調度具の火鉢 が新 たに出土す る。18世紀後期～19世 紀前期に至 ると一気に出土量が増 え、

第51次B-2-2区SK722で は29.8%ま で上昇す る。器種組成 も食膳具の碗、調理具の

煮沸具、調度具の灯火具 ・神仏具 ・文具 ・餌鉢 ・植木鉢 などが出土 し、前代 より器種が増

え、 ことに文具 ・餌鉢 ・植木鉢な どの嗜好 品が増加す る。 このように多種類が出土す るの

は上野 ・高取焼や中国在地陶器 と共通する。

京焼系陶器 の窯は、信楽町周辺 に18世 紀 中期か ら増 える。窯構造は、発掘調査例がな

いため構造は不明であるが、散布資料の特徴か ら連房式登窯 と考 えられ る・3。製 品は18世

紀前期 とす る牧26号 ・9号 窯跡 などか ら小杉碗 ・丸碗 などの碗類や灯火具が出土す る。

さらに、18世 紀後期 か ら神仏具 を生産 し、18世 紀末 には一気 に生産量が増 える。牧13-

1、2号 窯跡 、勅 旨5号 窯跡では先に上げた器種以外に餌鉢や香炉な どの調度具な ども増

え・4、器種 にもバ リエーシ ョンがみ られ るな ど、伊丹郷町遺跡 の変遷 と共通す る。

また、近畿では18世 紀後期～19世 紀中期にかけて大坂城跡や京都 などの都市周辺に陶

器窯が開窯する。例 えば大坂城近郊では高槻市の古曾部焼(第196図 一16)、 貝塚市の音

羽焼(第196図 一17)な どである。これ らの窯跡 では土瓶 ・土鍋な どの調理具を中心 とし、

それに碗 ・皿 などの食膳具や灯火具 ・神仏具な どの調度具な どを生産す る。 これ らの窯跡

も本格的な発掘調査が されていないため詳細な特徴 は不明であるが、窯道具や施紬技術 の

特徴 から、京焼の技術が導入 された と考え られ る。本時期に京焼系陶器窯が開窯するのは

近畿における京焼系陶器の受容に対応するため と考 えられ る。

以上の ように、17世 紀中期以降、各産地で生産技術が改良 されると、周辺地域でその市

場 を独 占す ることがわかった。

4嗜 好 品流 通 につ い て

本類型に属す るもの として、16世 紀末～17世 紀前期 は瀬戸美濃陶器の志野焼や織部焼

などの 「桃 山陶器」 と呼ばれ る茶器 ・懐石具、17世 紀後期～19世 紀前期 までの清朝磁・器

やベ トナム磁器な どの貿易磁器 な どである。

まず、瀬戸美濃陶器 であるが、西 日本の各遺跡の産地別組成をみ ると16世 紀末～17世

13畑 中英二 『信楽焼の考古学的研究』サンライズ出版2003年

1413と 同 じ。
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紀前期の西 日本では施紬陶器の主体は肥前陶器 とな り瀬戸美濃陶器は減少す る。 しか し、

志野焼 ・織部焼鉢 などの 「桃 山陶器」 に分類 され る茶器や懐石具は(第202図)、 大坂城

跡、京都 などでは多 く出土す るが、瀬戸美濃陶器がほとん ど出土 しない近畿以外の西 日本

においては限 られた遺跡のみ出土す る。四国では高松城跡や高知城跡、 中国は広島城跡、

米子城跡 、北九州では小倉城跡や長崎な ど城下町跡 に集 中 し、集落跡や町屋跡 からの出土

例は ごく僅かである。 これ ら城 下町跡の多 くは武家屋敷跡に集 中し、共通す る意図が察 し

える。

小倉城新馬場跡1号 井戸を例にみ ると、産地別組成は(第160図)、 土師質土器76.8%、

瓦質土器1.2%、 備前焼0.75%、 丹波焼0.05%、 瀬戸美濃陶器0.7%、 肥前陶器1.3%、 上

野 ・高取焼19%、 中国製磁器0.2%と 、瀬戸美濃陶器 は他の産地 と比べて比率が低い。

器種 は食膳具の皿 ・鉢、調度具の香炉 ・瓶類である。皿以外 は 「桃山陶器」に分類 され る

ものである。志野焼鉢、織部焼の脚付 き香炉や灰紬の鉢 など嗜好 品と考 えられ るものが多

い。 また、共伴遺物 をみ ると、月巴前陶器や上野 ・高取焼 の量産品の食膳具が多 く出土する

が、 この うち上野 ・高取焼は茶入れ ・天 目碗 ・鉢な ど茶器 ・懐石具 と想定できるものであ

る。 したがって、武家屋敷跡では茶器や懐石具の受容によ り本来の流通圏を越 えて特定の

器種 が流通 したとみ ることができる。

次に清朝磁器やベ トナム磁器 な どの貿易磁器がある。貿易陶磁器は16世 紀末～17世 紀

前期 では長崎を始め大坂城跡や京都な どの都市部を中心に出土 していた。それ が17世 紀

中期以降、長崎を除 く西 日本 の遺跡では激減 してい く。それは正保元年(1644)の 中国の

明清の王朝交替 に伴 う内乱によ り中国磁器 の輸 出が減少 したため と考えられ る。そ うした

中で、17世 紀後期～18世 紀前期 に長崎、大坂城跡、住友銅吹所跡な どで貿易陶磁器が多

量 に出土す る。

住友銅吹所跡の享保9年(1724)の 妙知焼の火災資料をみる と、施紬陶・器 ・磁・器の産地

別組成では中国製磁器58%、 肥前磁器37%、 京焼系陶器3%、 その他国産陶器1.8%と 、

中国製磁器が半数以上を占める(第9図)。 主な器種は明末清初 の大皿や鉢 も含むが、大半

は清朝磁器の色絵 の食膳具で、 しか も組物で出土す る。 この清朝磁器色絵製品が出土する

のは長崎のみで、特別なルー トで持ち込まれた可能性が高い。また、肥前磁器 も金欄手に

分類 できる最高級品であった。本時期 は住友家が銅輸出や海外商品の輸入 を開始 した時期

である。貿易にあたっては出島を介 したのはい うまで もなく、それに関係す るのか元禄10
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年(1697)に オ ランダ商館長が銅吹所 を参観 したことが、商館長 日記 に記 されている・5。

この ような特別な入手手段をもち、 さらに経済的な発展 により最新の最高級品を購入でき

たと考 えられる。

また、住友銅吹所跡 と同 じ大坂城跡内の道修町の町屋跡(OJ92-18地 点)で も先の例

ほどではないが貿易陶磁器 が出土 し、この周辺で も高級陶磁器の中に清朝磁器 が僅 かにみ

られる。 このよ うに経済力のある遺跡では貿易陶磁器が流通 していた。

5内 容 物 に よ る流 通 につ い て

本類型に属す るもの として、「保命酒」備前焼徳利や 「小倉名物三官飴」清水焼壺(小 倉)

など、これ ら以外にも多種ある。ただ、出土量 は日常的に用い られたものではなく、土産

や嗜好的な意味で流通 した と思われ る。

「保命酒」は、江戸時代は備後、現在の広島県福 山市靹の浦で販売 され たもので、万治

2年(1660)に 中村吉兵衛吉が醸造 したと伝 えられている・6。漢方 を入れたいわゆる薬種

酒である。陶器の徳利 を使用 された ことは元禄か ら享保年間以降 と考えられ、備前焼徳利

を使用 されたのは文献 ・伝世品資料か らわかっている。「保命酒」の流通の詳細 は不明であ

るが、生産にあた り福山藩の庇護 を受 けた時期 もあ り将軍家や諸大名への贈答 品とされた

こ ともわかっている・7。また、靹 の浦は瀬戸内航路の中継地であることか らこれを介 して

流通 した ことは察 しえる。第203図 は備前焼の 「保命酒」の分布状況であるが、西 日本各

地で出土 し、18世 紀以降、備前焼 がほ とん ど出土 していない 日本海側でも出土 してお り、

流通⑤に よって流通 したことがわか る。

第2節 土 師 質 土 器 皿Lの 流 通 に つ い て 一 伊 丹 郷 町 遺 跡 を 例 に して

西 日本 の土器 ・陶磁器 の出土状況か ら、土師質土器流通は陶磁器流通 と異な り、小規模

に流通すると考 えられる。土師質土器は、中世の京都産土師皿や大和産火鉢な どは広域 に

流通 した ことが全国各地の遺跡 での出土状況か らわかっている。それ ら以外の製品につい

ては、陶磁器窯 と異な り簡素 な窯で焼成できるため各地域に存在 し、その受容 を色濃 く反

映 した製品を生産す る。そのため流通範囲は陶磁器 よ り狭いことは察 しえる。 ここでは伊

丹郷 町遺跡の土師質土器皿の出土状況か らその様相 を探 ってみ る(第204図)。

15今 井 典子 「住友長堀銅吹所略史」『住友銅吹所跡発掘調査報告』財団法人 大阪市文化財協会1998年

16岡 本順夫 「備前焼と靹保命酒」『備前焼歴史フォーラム江戸時代の暮らしと備前焼』備前市教育委員会2008年

1716と 同 じ。
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1伊 丹 郷 町遺 跡 出 土 の 土 師質 土器 皿 にっ い て

土師質土器皿は、古代か ら祭祀 ・食膳具 として使用 され る。そのため、遺跡 から多 く出

土 し、各時代 ・遺跡 において時期や遺構の性格 を示す ものとして、研究対象の上位 に挙げ

られる。伊丹郷町遺跡で も川 口宏海氏18、瀬川眞美子氏・9が型式分類 され、その変遷 を検討

されている。 この うち川 口氏の分類は有岡城期(戦 国時代)か ら伊丹郷町期(江 戸時代)

の特徴 を網羅 され、今回は この川 口氏の分類(以 下、川 口分類 と略す)と 最新 の資料 を含

めて再度分類 した(第205図)。

江戸時代の土師質土器皿について川 口分類は、大筋の調整 は共通することか ら、胎土の

色調 、器厚によって2型 式4類 に分け られ、詳細は以下の通 りである。

IT・1型 式一器壁の厚 さが0.4cm前 後。胎 土は精良で、にぶい禮色7・5YR713を 呈す る。

器高は低 く、 口縁部は内湾す る。外面 口縁端部 はヨコナデ調整、底部 は指頭圧調整 、底部

は指頭圧お よび手掌圧調整 、内面 口縁部は ヨコナデ調整、底部は一方 向もしくは不定方 向

のナデ調整 を施す。

A類 一 口径8.Ocm前 後

B類 一 口径12.Ocm前 後

IT・2型 式 一胎土は精良であるが、断面が層をな し、表面が薄 くはがれ落ちることが多い。

色調 は明褐灰色7.5YR712を 呈 し1型 式よ り僅かに黒い。調整 は1型 式 と同じである。

A類 一 口径11cm前 後、器壁の厚 さ0.4cm前 後

B類 一 口径13cm前 後、器壁の厚 さ0.7cm前 後

この川 口分類の報告後、資料 が増加 してお り新たな知見を加 える。まず、IT・1型 式で

あるが、川 口分類では2類 に細分 され胎土の色調や調整 は同 じであるが 口径6～7cm前

後のやや小型のものを分類 した。瀬川氏の分類ではA3類 と呼ばれ る一群で、瀬川氏は有

岡城期か ら続 くものと提示 され るが、17世 紀代 にこの法量に類似す るのは一例 のみで、か

な り無理がある。多 く出土 し始めるのは17世 紀後期以降で、元禄12年(1699)・ 元禄15

年(1702)の 火災層およびその関係遺構か ら出現 し、18世 紀後期以降に増加する と考 え

られる。

他 には ロクロ成形 によるものがある。胎土は精良で、色調 は赤褐色を呈す る。底部に右

18川口宏海 「土師質土器皿の分類について」『有岡城跡 ・伊丹郷町遺跡V』 伊丹市教育委員会 ・大手前女

子大学史学研究所1997年
19瀬 川 眞美子 「土師器皿L、調理具③ 焙烙について」『第1回 伊丹郷町研究会大会 伊丹郷町遺跡の陶磁器の様相』

発表要旨2003年
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回転の糸切 り痕 を残す。瀬川分類では、18世 紀前期 に軟質施紬陶器皿 でいわゆる 「柿紬灯

明皿」 と呼ばれ るものの無紬製品を同類 と位置づけている。胎土や外面調整か らい くつか

に分かれる。第216次 調査 区では焙烙窯を検出 し、同時に素焼きの皿や鉢が生産 されたこ

とがわかってい る・・。 この ことか らロクロ成形 によるものも一製品 として存在す る と考 え

られる。

このことか ら、川 口分類に本資料を追加す ると以下の通 りになる。

IT・1型 式一器壁の厚 さが0.4cm前 後。胎 土は精良で、にぶい禮色7・5YR713を 呈す る。

器高は低 く、 口縁部は内湾す る。外面 口縁端部 はヨコナデ調整、底部は指頭圧調整 、底部

は指頭圧お よび手掌圧調整 、内面 口縁部は ヨコナデ調整、底部は一方向もしくは不定方向

のナデ調整 を施す。

A類 一 口径6.0～7.Ocm

B類 一 口径8.Ocm前 後

C類 一 口径12.Ocm前 後

IT・2型 式 一胎土は精良であるが、断面が層をな し、表面が薄 くはがれ落ちることが多い。

色調 は明褐灰色7.5YR712を 呈 し1型 式 より僅かに黒い。調整は1型 式 と同じである。

A類 一 口径11cm前 後、器壁の厚 さ0.4cm前 後

B類 一 口径13cm前 後、器壁の厚 さ0.7cm前 後

IT・3型 式 一胎土は精 良で、赤褐色 を呈す る。成形はロクロ成形で、B類 には外面回転ヘ

ラケズ リを施す。

A類 一 口径6.0～7.Ocm前 後

B類 一 口径15cm前 後、器高1.5cm前 後のもの

以上、最新の調査 により1型 式、1類 を追加 した。

2分 布 状 況

先に型式分類 した土師質土器皿 を時期別 に分布状況を示 したのが第206図 か ら第208図

である。では順 に見てみ る。

16世 紀末～17世 紀後期(第206図)

IT・1型 式 のみである。16世 紀末～17世 紀前期はB類 が広 くみ られA類 は少ない。A

類は本町通 りより西側の町屋が建 ち並ぶ宮 ノ前地区に集 中す る。

20伊丹市教育委員会 『伊丹市埋蔵文化財調査報告書 震災復 旧・復興事業に伴う発掘調査』2005年

242



17世 紀後期～18世 紀前期(第207図)

この時期 もIT・1型 式が多いが、新 たにIT・2型 式 ・3型 式が出現す る。分布状況 は

IT・1型 式が多 く、特にB類 が広 く分布す る。C類 は本町通 りや三軒寺周辺 に、A類 も前

代 に引き続 き宮 ノ前地区に集 中してお り、タイプによって分布範囲が異なる。本時期か ら

出現す るIT・2型 式 ・3型 式は出土例が少なく、出土地点も点在 している。

18世 紀後期～19世 紀前期(第208図)

IT・1型 式B類 は本時期で も広範 囲に分布 し同型のC類 も重 なる。A類 は前代 と様相

に変化ない。IT・2型 式は、A類 は少 ないが広 く点在 し、B類 は本町通 りの東西、三軒寺

など通 りに面 した ところに 目立つ。IT・3型 式はA類 が広 く点在す るが、B類 は少ない。

このよ うにIT・1型 式が江戸時代を通 して伊 丹郷町全体に分布 し、その うち 口径 が8

cm・12cm前 後 のものが主体であった。その一方、IT・2型 式やIT・3型 式は18世 紀後

期以降に急増 し、IT・2型 式 は広 く点在す るが、IT・3型 式 は限 られた地点に集中 してい

た。

IT・2型 式の出土状況にっいては川 口氏が酒蔵か らの出土例が 目立っ と述べ られている。

川 口氏の発表後、酒蔵が多 く点在 した本町通 りを挟んだ中之町や大手町での発掘調査が進

み、18世 紀後期以降の遺構か らはIT・2型 式が多 く出土す る。 これ は広い酒蔵内で明か

りを取 るために大型でやや深みのある皿が受容 された と考 えられ る。

IT・3型 式は出土例が少 なかった。A類 は宮 ノ前地区で出土 し、大 きさもIT・1型 式A

類 と変わ りな く、出土地点 も類似す ることか ら併用 されていた と考え られ る。一方、B類

はさらに少ない。その一っ に第216次 調査 区で検出 した窯か ら出土 し、皿には 「どうとん

ぼ り 楽焼所 下大和ば し南詰」 と大坂へ の市場を意識す るもので、地点も大坂へ続 く街

道沿いであることから、流通 の中心は伊丹郷町以外だったかもしれない。

このよ うに、時代の経過 と共に多種類の大き さのものが受容 され る。それは17世 紀後

期～18世 紀前期は通 りに面 した町屋 でみ られ始める。伊丹郷町では主幹通 りに面 して敷地

の広い町屋や商家、酒蔵が建 っていたことが絵図資料や発掘調査でわかっている。 これ ら

か らはIT・1型 式A・B類 が出土す る地点や、1型 式A・BとIT・2型 式を含む地点な

どもあ り、大きさにバ リエーションがみ られ、用途 によって使い分けた ことが察 しえる。

その様相は18世 紀後期～19世 紀前期には郷町全体に広が りをみせ る。

3伊 丹郷町遺跡周辺の土師質土器皿

243



伊丹郷町遺跡の様相 をみたが、次に周辺遺跡の様相 を見てみる。

麻 田藩 陣屋跡は豊 中市蛍池 中町に所在 し、伊丹郷町遺跡 の東北約3キ ロに位 置す る(第

203図)。 本遺跡の土師質土・器皿.の色調は、江戸時代を通 して灰 白色10YR812に 集約 され

る(第208図)。17世 紀初頭 はロクロ成形(1)と 手つ くね成形で どち らも口径11cm(2)

が中心である。17世 紀 中期か らロクロ成形 はみ られなくな り、手つ くね成形のみ となる。

タイプは・器形か ら2タ イプに分か られ るが、大きさは共通 して 口径9cm、10cm(3)、12cm

(4)の ものである。18世 紀前期 に至るとロクロ成形が再び出現 し、手つくね成形 と併用

す る。また、18世 紀前期 の手つ くね成形の中には手掌圧調整のものが含まれ る。大きさは

手つ くね成形は口径8cm、10cm、 ロクロ成形は 口径7cm(5)に 分かれる。18世 紀後期

には手つ くね ・ロクロ成形の他 に外面 をヘ ラケズ リ調整す る皿が加わ り、大 きさは8cm、

10cm(6)で ある。ちなみ に手つ くね成形の皿は 口径11cm前 後、ロクロ成形の皿は6cm

(7)、8cm(8)、10cm(9)と 手つ くね成形の皿 より小型である。この傾 向は19世 紀

代まで続 く。

尼崎城跡は兵庫県尼崎市に所在 し、伊丹郷町遺跡の南約8キ ロに位置す る(第203図)。

城内小学校地点は尼崎城の本丸にあたる。本地点か らは16世 紀後期～幕末までの土器 ・

陶磁器が出土 した・・。

本遺跡 の土師質土器皿の色調 は、江戸時代 を通 して榿色 と白榿色系に集約 され る(第209

図)。16世 紀後期～17世 紀前期 は手つ くね成形のみ。胎土の色調は 白榿色 を呈 し、内面に

ヨコナデ調整 、外面 口縁に沿ってナデを施す。大き さは7cm前 後(1)と13cm(2)程

度で前者 は灯火芯を残す ものは少 ない。この他、ヘ ソ皿 タイプがあ り口径 は8cm(3)を

呈する。17世 紀前期～17世 紀後期は手つ くね成形のみ。胎土の色調 は白榿色 を呈 し、内

面は ヨコナデ調整 、外面には指頭圧調整を施す。大 きさは11～13cm(4～6)で 灯火芯

を残す ものが多い。18世 紀前期 も手つ くね成形のみ。胎 土は 白榿色 を呈 し、口縁部内外面

は口縁部に沿ってナデ調整 、外面体部はナデ調整、内面は見込みにヨコナデ調整を施す。

大 きさは11cm前 後(7)と15cm前 後(8)で 灯火芯をもつ ものが多い。18世 紀後期～

19世 紀前期は手つ くね成形 とロクロ成形がある。手つ くね成形の皿は、胎土の色調 は白榿

色 を呈 し、内面はヨコナデ調整、外面には指頭圧調整 を施す。大き さは8～10cmで 灯火

芯 を残す ものが多い(9)。 ロクロ成形の中には内面にナデ、外面 に回転ヘ ラケズ リが残 る

もの もある。大き さは9.5cm前 後、器高は低 く見込みが広い ものと、口径11cm前 後、器

21尼崎市教育委員会 『尼崎市埋蔵文化財年報 平成8年 度(2)・9年 度 ・10年 度(1)』2007年
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高2cmに 分かれ、先 のタイプよ り深みがあるもの。もう一つは 口径15cm前 後で器高が低

いものに大別 され る(10)。 これ らは灯火芯を残す ものが多い。19世 紀後期は、 ロクロ成

形が中心で手つ くね成形の ものは少ない。胎土の色調は榿色系を主体 とし、大 きさは8.5cm

前後で器高は低 く見込みが広いタイプの ものがある(11)。

このように伊丹郷町遺跡周辺の遺跡か ら出土する土師質土器皿は、伊丹郷町遺跡 のもの

とは成形が手つ くね成形 を基本 とす ることは共通す るが、手掌圧調整 された皿 は麻田藩 陣

屋跡 で18世 紀前期か ら出土す るが僅かであった。また、胎土の色調 は異な り、技術的系

譜 もみ られないことか ら各遺跡 に近接 した ところで独 自に生産 され、小規模に流通 した と

考 えられる。

また、時代は異なるが伊丹郷町遺跡に近接する森本遺跡(伊 丹市森本)で は畑か ら近世

陶磁器 を採取す るが、手掌圧調整 された皿 はな く。 これ らのことか ら、伊丹郷町遺跡で出

土する皿は主に町内を中心に流通 した と考 えられ る。

以上、伊丹郷町遺跡出土の土師質土器皿 の様相を見てみた。先 にも述べたが今回分類 し

たものは伊丹郷町内で数 ヶ所以上 出土するもので、これ以外 にも単発 に出土す るものも多

種 あるが、基本的には 口径8cm・12cm前 後の手つ くね成形 の皿が広 く分布 していた。先

には述べなかったが土師質土器皿の多 くは灯火芯を残す ものが多 く、主に灯明皿 として使

用 された と考え られ、灯火具 としての傾向が多 くなるのは17世 紀前期以降である。

このことか ら、伊丹郷町遺跡 の土師質土器皿は 口径8cm前 後の灯明皿 を主に受容 され

ることがわかった。 その一方で、商家や酒蔵 などが建 ち並ぶ地域 では、17世 紀後期 ～18

世紀前期以降、大きさにバ リエー ションがみ られ始 め、18世 紀後期～19世 紀前期 には器

形 にもバ リエー ションが増え、その組合せ に違いはあるが町屋全体で器形 ・大きさにバ リ

エーシ ョンが もたれ る。伊丹郷町遺跡の状況が近世の土師質土器」皿の様相 を示すわけでは

なく、多 くある例の一つだ と思われ る。た とえば奈良県の奈良町遺跡では口径11cm前 後、

8cm前 後のものに大別 され、それが江戸時代 を通 して大量に出土 し、その組成に大きな

違いがみ られない。皿の多 くに 「春 日大社」 と墨書 したものがある。奈良町は春 日大社 の

門前町であ り、大きな影響があった ことは言 うまでもない。土師質土器皿 は灯火具 として

使用 した以外に神具 として使用 されたのであろ う。

このよ うに土師質土器皿の出土状況 は、狭い範囲で分布 し、その受容方法 も多種に及ぶ

ことがわかった。
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第3節 西 日本 にお け る土器 ・陶磁 器 流 通 の特 徴

西 日本 の土器 ・陶磁器 の出土状況か ら、陶磁器流通 と土師質土器流通 を見てきた。 ここ

では これ ら流通の変遷 をま とめる。

各地の産地別組成か ら西 日本 の陶磁器流通の形態は5類 型 あることがわか り、これ らの

変遷 を見てみると、16世 紀末～17世 紀前期の西 日本の流通 の主体は流通①である。地域

に関係な く肥前陶器 を中心 とす る施紬陶器 の食膳具や備前焼 の播鉢 ・甕な どが広域 に流通

す る。 これ を言い換 えるな らば西 日本で共通 した陶磁器流通が行われた とい える。 ただ、

これ らは大坂城跡や京都な どの近畿の大都市では、西 日本の他の遺跡 よ りいち早 く新器種

が出現 し、受容量が増加することか ら近畿の大都市が流通の拠点 となっていた と見ること

ができる。

近畿の大都市は古代 の難波宮、平城京、平安京、近世の大坂城跡な ど古代か ら近世まで

の政治の中心地である。大都市には全国各地か ら租税を中心 とした物資が運ばれ、それに

伴い瀬戸内海 を中心 とす る海上交通、淀川、大和川 などの河川交通、琵琶湖 を利用 した湖

水交通、山陽道や東海道な どの街道が古 くか ら整備 されていた。 これにより、近畿は他 の

地域に比べ ると流通経路が整 っていたことも要因の一つ と考えられ る。

それ以外 に本 時期には丹波焼、信楽焼 などの窯場近郊に流通圏を形成す る流通③、 「桃

山陶器」の懐石具 ・茶器が西 日本の武家屋敷跡で多 く出土す る流通④ も存在 した。

土師質土器 は広域に流通す る製品はな く、遺跡 内もしくは近在に分布 し、その範囲は流

通③ より狭い と考えられ、 この様相は西 日本で共通す る。

16世 紀末～17世 紀前期の陶磁器流通は、近畿の大都市 を中心に広域流通品が西 日本 の

各地に流通する。 その一方で、近郊に窯場がある場合はそれが流通 し、経済力 があれば本

来の流通圏を越 えるものもあった。また土師質土器 は陶磁器 よ り狭い流通圏 を形成 してい

た。

17世 紀 中期 に至ると、流通形態が変わって くる。まず、播鉢 ・甕な どを主製 品とす る流

通③が各地で小規模な流通圏を形成 し、その市場を独 占す る。その影響で前代 まで広域 に

流通 した備前焼はその範囲を狭め、本時期 には流通③に属 され る。 これは17世 紀前期～

中期に各生産地で技術的改良が されたことが大 きく、良質の製品を安定 して生産できる体

制が整 ったため、広域流通品ではなく近郊 の製 品でもその受容 を十分に満たせ るよ うにな

った現われ とみることができる。

さらに、流通①は、17世 紀 中期以降では肥前陶器 ・肥前磁器の食膳具に限られ る。これ
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らは西 日本において競合する生産地がな く、特 に磁器生産 をお こな うのは肥前のみである

ことも要因の一つ と言えるだろ う。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至 ると、肥前陶器 ・肥前磁器 の食膳具は西 日本 の各地へ活

発 に流通 される。特 に、近畿では大都市はもちろんの こと城下町や集落に至 るまで大量に

流通 してお り、このよ うな状況は他の西 日本ではな く、本時期でも近畿 を中心に陶磁器流

通が展開 される。 また、丹波焼や上野 ・高取焼 などの流通③ は前期 と変わ らず継続 され、

新たに中国在地陶器、京焼系陶器が加わ り、西 日本の窯場近郊で流通③が形成 される。

このよ うに陶磁器受容が高まる中で、中規模 に流通す る堺 ・明石焼播鉢や京焼系陶器碗

などが出現する。これ らの出現は、前代までの広域流通 ・小規模流通 ・嗜好 品流通以外に、

陶磁器の 日用器 を消費者の受容 目的た とえば価格や使用 目的による陶磁器流通 が開始 され

た現れ と考 えられ る。また、陶磁器流通が変化す るなかで、土師質土器は器形 にバ リエー

シ ョンがみ られ るものの、その流通範囲は前期 と変わ らず小規模 に形成 し、それ以後 も大

きな変化はない。

18世 紀後期～19世 紀前期 にはさらに複雑 とな り、肥前磁器の食膳具 ・調度具はその範

囲を広げる。 その一方で、流通③ は新たに京焼系陶器に属す る窯跡が増 え、各地で流通③

に属す る産地が肥前磁器 と近接 した値 を示すな ど、大量に流通 され るよ うになる。 これは

18世 紀 中期まで陶磁器受容 が流通① の肥前陶器 ・肥前磁器 の食膳具であったが、本時期 に

はこれ らを主体 とす るものの、それ以外の器種の受容が高ま り、それについては近郊の製

品が流通 されたためである。

この他に流通②は京焼系陶器 の煮沸具、 さらに流通④ が加 わ り、受容者 のニーズによっ

て陶磁器 が流通 され るように変化 されていった。
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